
Ⅲ.唐古・鍵考古学ミュージアム

弥生の住まい :井戸や生活用具など、日常生活

に関する資料を展示する。

上器をつくる :叩 き板などの上器作 りの道具や、

輪積み痕や木葉圧痕など土器の製作過程を示す

資料を展示する。また、土器の製作実験に用い

た道具や復元品もあわせて展示する。

木器をつくる :木製農具の未成品や、木器づ く

りに使われた石斧類を展示する。また、石斧によ

る木の伐採や、容器の製作実験に用いた道具や

復元品もあわせて展示する。

青銅器をつくる :銅鐸や武器類の鋳型、鋳造に

使われた送風管 。取瓶、銅鏃・銅釧 。巴形銅器

などを展示する。また、銅鐸の製作実験に用いた

道具や復元品もあわせて展示する。

籠を編む :籠の製作に使われた骨針や、第66次

調査で出上した籠の破片を展示する。

藁を編む :藁 を編むのに使われた編台・横槌 。

木錘を展示する。

糸を撚る :糸 を撚る紡錘車や、骨針・糸巻きを

展示する。また、引出による収蔵展示では、土

製 。土器片・石製紡錘車を展示する。

布を織る :機織の一部と考えられる緯打具・布

巻具や、大麻製の布片を展示する。

石を割る :サ ヌカイ トの原石・剥片類や、鹿角

製ハンマー、打製石器の完成品を展示する。ま

た、引出による収蔵展示では、様々な打製石器

や、リサイクルされた石器を展示する。

一ナ

室

一�
第

ヽ飲
青銅器をつくる

第 2室 土器をつくる

第2室 木器をつくる

第 2室 青銅器をつく
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石を磨く :結晶片岩製石庖丁の製作工程を示

す未成品や、砥石などを展示する。また、引

出による収蔵展示では、流紋岩製石庖丁の製

作工程を示す未成品や、様々な石庖丁を展示

する。

玉を磨く :碧玉の素材や管玉の未成品、玉を

磨 く砥石などを展示する。また、日本最大級

のヒスイ製勾玉もあわせて展示する。

骨を磨く :骨角器の製作工程を示す未成品や、

骨角器づくりの道具、骨鏃などを展示する。ま

た、引出による収蔵展示では、骨角器の製作工

程を示す未成品や、完成品を展示する。

第 2室 石を磨く (引 出展示 )

第 2室 木器を加工する風景模型

第 2室 大型三面スクリーン画像 (唐古・鍵ムラ鳥跛図)
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Ⅲ.唐古・鍵考古学ミュージアム

◎田原本のあゆみ◎

田原本町の通史をテーマとし、「田原本のあゆみ」。「埴輪の世界」。「よみがえる古代の技術」

の 3コ ーナーで構成される。

「埴輪の世界」に展示する牛形埴輪は、重要文化財に指定されており、今回、 ミュージアムの

開館に伴って奈良国立博物館から移管した。また、「よみがえる古代の技術」では、人間国宝

(重要無形文化財保持者)に認定された故・吉田文之氏のバチル作品を展示する。

田原本のあゆみ :縄文時代草創期から幕末ま

での田原本の歴史を、原始・古代 。中世・近

世の 4コ ーナーにわけ、発掘資料を展示する。

このコーナーは、パネルを可動式とし、展

示品の入れ替えが出来るようにしている。

埴輪の世界 :町内の保津岩田古墳、羽子田 1

号墳、黒田大塚古墳、笹鉾山 2号墳から出土し

た埴輪を展示する。重要文化財に指定されて

いる牛形埴輸や腰に鎌をつけた人物埴輪 (馬

曳き)、 顔に入れ墨をもつ盾持人埴輪など注目

される資料が多い。

よみがえる古代の技術 :故・吉田文之氏の代

表的な作品を 3点展示する。内訳は、茶子型

香合 (青 )。 尺文鎮 (赤 )・ 合子 (緑)である。

第 3室 岡原本のあゆみ (中世 )

第 3室 よみがえる古代の技術 (尺文鎮 )

第 3室 全景
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◎ロビー展示◎

展示室エントランスに3ヶ 所、田原本青垣生涯学習センター内に5ヶ 所の展示ケース (ロ ビー

展示)を設置した。

【展示室エントランス】

ミュージアム前の壁面を利用して、 3ヶ所

に小窓ケースを設置した。ケースには、各時代

の出土品から優品 1点を選定し展示した。

ケース I:流水文のある水差形土器
(唐古・鍵遺跡)

ケースⅡ :馬形埴輪頭部 (唐古・鍵遺跡)

ケースⅢ :洲浜双草双雀文鏡 (十六面・薬王寺遺跡)

【田原本青垣生涯学習センター内】

ケースA: 唐古 。鍵遺跡、清水風遺跡出土
の楼閣絵画をはじめとする各種絵

画土器をモチーフとしたブロンズ・

ワーク (小泉武寛氏製作)。

ケースB: 唐古・鍵遺跡出上の笠形埴輪 2

点のうち、 1点 を展示する。他 1

点は、第 3室「埴輪の世界」にて

展示。

ケースC: 保津・宮古遺跡出上の家形埴輪
2点のうち 1点を展示する。他の

1点 は、第 3室「埴輪の世界」に

て展示。

ケースD: 田原本青垣生涯学習センター建

設時の発掘調査で出上した阪手東

遺跡の上器を展示。

ケースE: 唐古・鍵遺跡第69次調査で出土

した、「環濠に並べられた兄弟土

器」を展示する。

エントランス展示 (ケースⅡ)

ロビー展示 (ケースC:保津・宮古遺跡)

ロビー展示 (ケースD:阪手東遺跡)
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Ш.唐古・鍵考古学ミュージアム

5。 ホー ムペ ー ジ

ll月 1日 より、公式ホームページhttpノ /www.karako― katti― arch―museum.ip/を 開設した。内容

は以下の通 りである。■月 1日 から 3月 31日 までのアクセス件数は2518件。

ご利用案内 :ミ ュージアムの利用案内及び「団体見学申込書」 (PDF版 )を掲載。

交通案内 :田原本町への交通アクセスと、田原本青垣生涯学習センターの周辺地図を掲載。

展示案内 :展示室の概要を紹介。

収蔵資料検索 :展示資料を中心とした資料検索 (作成中)。

特別展・催 し物 :唐古・鍵考古学ミュージアムが開催する特別展・催 し物の案内。

刊行物案内 :こ れまで田原本町教育委員会が刊行した刊行物の案内。

ボランティア :「唐古・鍵遺跡の保存と活用を支援する会」(愛称 :唐古・鍵支援隊)の概要を紹介。

唐古・鍵遺跡 :田原本役場のホームページに掲載される、「国史跡唐古・鍵遺跡」へのリンク。

リンク :県内の博物館・展示施設・研究機関や、全国の弥生時代を主体とする博物館・展示施

設・遺跡公園のリンク集。

ホームページのトップページ
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6.入館者

(1)平成16年度入館者数

※11月 の入館者数は、
※「その他」は唐古

11月 16日 ～21日 の町民内覧会を含まない。

鍵支援隊、展示ボランティアガイドの会員や、

入館者の内訳

研修 。引率などの減免入館者。

団体見学者の割合

団体入館者
(59%)

招待券

(55%)
身障者
(09%)

高校・大学生
(2.9%)

※その他は、研修での利用・ボランティア研4少などの来館者。

(2)研修での利用

12月 16日  大阪府四条畷市教育委員会 6名

12月 21日 奈良県立橿原考古学研究所 現地検討会 15名

1月 17日  田原本町観光協会ボランティアガイド 20名

1月 18日  三重県三重郡教育委員会公民館研修 7名

1月 21日  近畿地区子ども会育成連絡協議会 8名

1月 26日  更生保護女性連盟 23名

2月 10日  京都府久御山町教育委員会 文化財保護審議会委員 9名

奈良県派遣社会教育主事研修会 30名

2月 22日  三重県菰野町教育委員会 20名

2月 24日 香芝市社会教育研究会 16名

3月 4日  奈良県市町村社会教育指導員連絡協議会実践交流会 40名

3月 9日  奈良県図書館協会 公共図書館部会 34名

有料入館者 無料入館者

総計個人 団体

合計

15歳以下

身障者 招待券 その他 合計
一般 高・大生 一般 高,大生 個人 団体

11月 226 8 0 0 234 211 4ユ 2 40 97 391 625

12月 373 45 42 0 460 428 0 8 75
つ
ね
沢
υ
つ
々

つ
υ
７
Ｊ
ワ
ｒ 1,233

1月 341 48 0 0 389 242 24 19 71 221 577 966

2月 284 6 80 0 370
つ
υ

Ｏ
々 0 12 ９つ

々
つ
を 484 855

3月 24 ワ
ｒ
Ｏ
Ｏ 0 422 166 0 53 274 495 917

総計 1,535
０
じ 209 0 1,875 1,280 65 42 251 1,083 2,72ユ 4,596

15歳以下
(293%)
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(3)小学校 。中学校などでの利用

11月 19日  田原本幼稚園

田原本東小学校

田原本北小学校

Ⅲ。唐古・鍵考古学ミュージアム

引率者 5名

4年生32名  引率者 5名

4年生42名  引率者 4名

引率者 2名

引率者 1名

引率者 2名

アンケー トの集計結果は下記の通 りである (回

ミュージアムを知った情報源

・ポスター

(109%)

レビ (32%)

一ネット

(60%)

園児65名

3年生34名

3年生37名

11月 25日  田原本北小学校   4年 生41名

11月 27日  神戸女子大学    学生13名

1月 27日  田原本町立南幼稚園 園児22名

(4)入館者アンケー ト

12月 11日 より入館者アンケー トを実施 した。

答総数641 回答率213%)O

入館者居住地の内訳

県内 (363%) 知り合いから聞いた (25%)
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7.展示 ボ ランテ ィア・ ガイ ド

唐古・鍵支援隊が主体となって、唐古・鍵考古学ミュージアムのボランティア・ガイドの研

修・配置表作成等の運営をおこなっている。本年度のガイド実績及び主な活動内容は下記の通

りである。

(1)ガイド実績

開館日 稼動日数 稼動人数 ガイド人数

11月 6日 6日
140ノ入、 232メ、

12月 23日 23日

1月 23日 23日 85メ、 227ノ(

2月 23日 23日 93ノに 205ノ (

3月 27日 27日 95ノ、 257メ、

合計 102日 102日 413ノ( 921ノ (

※ 1 11月 は、開館日の11月 24日 からガイドを開始。
※2 ガイド人数は概数

ガイド風景

(2)研修会・ガイ ドミーティング

9月 18日  説明会、資料配布 (会場 :中央公民館 参加者 :39名 )

10月 16日  第 1回研修会   (会 場 :町民ホール 参加者 :41名 )

10月 30日  第 2回研修会   (会 場 :中央公民館 参加者 :40名 )

11月 6日  第 3回研修会   (会場 :唐古・鍵考古学ミュージアム 参加者 :43名 )

11月 24日  2次 募集開始

12月 18日  第 1回展示ボランティアガイ ドミーティング (会場 :公民館会議室 参加者 :19名 )

1月 15日  2次 募集説明会  (会場 :公民館会議室 参加者 :9名 )

2月 20日  第 2回展示ボランティアガイ ドミーティング (会場 :公民館会議室 参加者 :24名 )

3月 20日  2次募集ガイ ド登録 (7名 )

第 3回展示ボランティアガイ ドミーティング (会場 :公民館会議室 参加者 :16名 )

(3)ガイ ドマニュアルの作成

展示ボランティア・ガイドの研修資料として、以下の資料を作成した。また、ガイ ドに寄せ

られた質問を集めた『唐古・鍵考古学 ミュージアム 質問Q&A集 』を随時作成中。

『唐古・鍵考古学ミュージアム 展示ガイドマニュアル 《要約編》Ver.1』 (9月 18日 配布)
『唐古・鍵考古学ミュージアム 展示ガイドマニュアル 《本編》Ver.1』 (lo月 30日配布)
F唐古・鍵考古学ミュージアム 関連用語辞典』(1月 15日配布)
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(附編)条例
田原本青垣生涯学習センター条例

目 次

第 1章 総則 (第 1条～第5条 )

第 2章 田原本町公民館 (第 6条～第20条 )

第 3章 弥生の里ホール (第21条～第23条 )

第 4章 唐古・鍵考古学ミュージアム (第24条～第30条 )

第 5章 田原本町立図書館 (第31条～第36条 )

第 6章 雑則 (第37条 )

附 則

第 1章 総則
(目 的及び設置)

第 1条 本町は、町民の生涯学習及び交流の場を提供する
とともに、生涯学習活動を総合的に支援し、本町におけ

る生涯学習の振興を図るため田原本青垣生涯学習セン

ター (以下「センター」という。)を設置する。

(名称、位置及び施設)

第 2条 センターの名称及び位置は次のとおりとする。

Ⅲ.唐古・鍵考古学ミュージアム

(2)業として写真又は映画の撮影をすること

(3)競技会、集会、展示会、博覧会、音楽会、興行その

他これらに類する催しをすること

(管理)

第 5条 センターは、教育委員会が管理する。

(第 2章、第 3章 略)

第 4章 唐古・鍵考古学 ミュージアム
(趣旨)

第24条 田原本町の歴史に関する資料 (以下「資料」という。)
を収集し、銀管及び調査研究を行うとともに当該資料を

展示し、町民の教育、学術及び文化の発展に寄与するこ

とを目的に設置する唐古・鍵考古学ミュージアム (以下

「ミュージアム」という。)の利用等については、この

章に定めるところによる。

(職員)

第25条  ミュージアムに館長、学芸員、その他必要な職員
を置くことができる。

(観覧料)

第26条  ミュージアムに常時展示している展示物の観覧料
は】J表第 3と する。

2 前項の規定にかかわらず、ミュージアムにおいて特別
に展示する展示物の観覧料については、町長がその都度

定めるものとする。

(観覧料の免除)

第27条 前条に定める観覧料は町長が特に必要があると認
めるときは、これを免除することができる。

名 称 田原本青垣生涯学習センター

位  置 田原本町大字阪手233番地の 1

2 センターには次の施設を設置する。
(1)日 原本町公民館
(2)弥 生の里ホール

(3)唐 古・鍵考古学ミュージアム

(4)田 原本町立図書館

(事業)

第 3条 センターは次に掲げる事業を行う。
(1)生涯学習に関する情報の収集及び提供に関すること。

(2)生涯学習に関する調査研究及び啓発に関すること

(3)指導者等の養成及び研修に関すること

(4)生涯学習に関する講座、講演会等の開催に関するこ

と

(5)セ ンターの施設の提供に関すること

(6)その他センターの目的を達成するために必要な事業

(禁止行為)

第 4条 センターの敷地内で第 2条第 2頂に規定する施設
以外の場所においては、次の各号に掲げる行為をしては

ならない。ただし、田原本町教育委員会 (以下「教育委員

会」という。)が認めた場合は、この限りでない。

(1)行商、募金その他これらに類する行為をすること

―-71-―



(観覧料の還付)                   (第 5章 略)

第28条 既納の観覧料は還付しない。
第 6章 雑 則

(入館の制限等)                    (委 任)

第29条  ミュージアムヘの入館等については第15条及び第  第37条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に
19条の規定を準用する。この場合において、第15条中「公   ついて必要な事項は、教育委員会が規則で定める。
民館」とあるのは「ミュージアム」と、第19条中「施設

等」とあるのは「施設等又は資料」とそれぞれ読み替え  附 則
るものとする。                    (施 行日)

第 1条 この条例は、平成16年 11月 24日 から施行する。
(資料の特別利用の許可)                (田 原本町公民館条例の廃止)

第30条 ミュージアムの資料を学術研究等のため、撮影、  第 2条 田原本町公民館条例 (昭和36年四原本町条例第21号 )
模写、模造、熟覧等 (以下「特別利用」という。)を しよう   は廃止する。
とする者は、教育委員会の許可を受けなければならない。  (田原本町中央公民館使用条例の廃止)
2 教育委員会は、前項の許可にミュージアムの管理及び  第 3条 田原本町中央公民館使用条例 (昭和46年田原本町
資料の保全のため必要な範囲において条件を付けること   条例第 4号)は廃止する。
ができる。                      (田 原本町立図書館設置条例の廃止)

3 教育委員会は、特別利用が次の各号のいずれかに該当  第 4条 田原本町立図書館設置条例 (昭和63年日原本町条
する場合は、特別利用を許可しないものとする。      例第 3号)は廃止する。
(1)資料の保全上支障があるとき

(2)ミ ュージアムの管理上支障があるとき

(3)その他教育委員会が必要と認めたとき

備 考
1祝日とは、国民の祝日に関する法律 (昭和23年法律第178  5 使用区分の各時間区分の全時間にわたリホールを準備、
号)に規定する休日をいい、平日とは、土曜日、日曜日   後片付け又は練習のために使用する場合の使用料は規定
及び祝日を除く日をいう。 の使用料に100分の50を乗じて得た額とする。

2 入場料等の額に2種類以上の異なる定めがあるときの  6 部分使用とは、ホールの1階のみを使用する場合をいう。
使用料の額は、最も高額の入場料等の区分に係る料金と  7 算出した金額に10円未満の端数がある場合は、その端
する。 数金額を切り捨てる。

3 入場料等を徴収する場合とは、次の場合をいう①    8 附属設備等の使用料は、教育委員会が規貝Uで定める額
(1)入場料を徴収する場合

(2)会費又は協力金を徴収する場合

(3)会員制度により会員を招待する場合

とする。

(4)商品等の売上高により招待券を発行する場合     別表第 3

(5)商品等の宣伝、展示販売その他営利目的又はこれら
に準ずる行為をする場合

(6)その他これらに準ずる場合
4 使用時間の繰上げ又は延長の時間は 1時間 (1時間未満
は1時間とする。)を限度とする。ただし、延長は午後10時

を超えてはならない。この場合において当該繰上げ又は

延長の時間に係る使用料の額は、当該使用時間の区分に

区 分
観 覧 料

通常展示の場合 特別展示の場合

個 人
高校生 ,大学生等 100F弓

町長が

その都度定める額

一  般 200円

団 体
20人以上

高校生。大学生等 50円

一 般 150円

備考 1 高校生・大学生等とは高校生、大学生及びこれらに準よる 1時間当たりの使用料に100分の130を乗じて得た額
ずる者とする。

とする。 2 15歳以下の者は無料とする。
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田原本町教育委員会規則第 8号

唐古 。鍵考古学ミュージアム管理規則

(趣旨)

第 1条 この規則は、田原本青垣生涯学習センター条例
(平成16年 9月 田原本町条例第11号。以下「条例」という。)第

38条の規定に基づき、唐古・鍵考古学ミュージアム (以

下「ミュージアム」という。)の管理等に関し、必要な事項

を定めるものとする。

(休館日)

第 2条  ミュージアムの休館日は、次のとおりとする。
(1)月曜日

(2)1月 1日 から1月 4日 まで及び12月 28日 から12月 31
日まで

2 教育委員会が特に必要と認めるときは休館日を変更し、
又は臨時に設けることができる。

(開館時間等 )

第 3条  ミュージアムの開館時間は、午前 9時から午後 5
時までとする。ただし、入館は午後 4時 30分までとする。

2 教育委員会は特に必要であると認めるときは、開館時
間及び入館時間を変更することができる。

(観覧料の減免)

第 4条 条例第 27号の規定により観覧料を免除できる場合
及びその額は、次の各号に定める場合で当該各号に定め

る額とする。

(1)身体障害者が、身体障害者手帳を提示したとき

全額

(2)知的障害者が、療育手帳等公的機関が発行する証明

書を提示したとき 全額

(3)精神障害者が、精神障害者保険福祉手帳を提示した

とき                  全額

(4)前 3号において、身体障害者又は知的障害者又は精

神障害者の介助人が入館するとき 全額

(5)学校の教員が、学校における教育活動の目的で教員
で在ることを証明する書面を提示するとき 全額
(6)田原本町教育委員会と協力協定を締結した団体の会

員が、当該団体の会員証を提示するとき  全額
(7)その他の教育長が、特別の理由があると認めたとき

その都度定める額

(特別利用の許可申請等 )

第 5条 条例第30条の規定によリミュージアムの資料 (以

皿.唐古・鍵考古学ミュージアム

下「資料」という。)の特別利用をしようとする者は、あら

かじめ資料特別利用詐可申請書 (様式第1号-1)又 は資
料特別利用 (出版掲載等)許可申請書 (様式第 1号-2)を
教育長に提出し、その許可を受けなければならない。こ

の場合において、当該資料が、第10条の既定によリミュー

ジアムが寄託を受けている資料のときは、寄託者の承諾

書を添付しなければならない。

2 前項の規定により許可したときは、資料特別利用許可
書 (様式第2号-1)又 は資料特別利用 (出版掲載等)許可
書 (様式第2号-2)を 交付するものとする。
3 特別利用は、 ミュージアム内の所定の場所において係
員の指示に従って行わなければならい。

4 他の博物館、研究所その他教育長が適当と認める者は、
前項の規定にかかわらず資料のミュージアム外貸出しを

受けることができるものとする。

5 前項の規定によるミュージアム外貸出しを受けようと
する者は、あらかじめ資料貸出詐可申請書 (様式第3号 )

を教育長に提出し、その許可を受けなければならない。こ

の場合において、当該行為が第10条の既定によリミュー

ジアムが寄託を受けている資料に係るときは、寄託者の

承諾書を添付しなければならない。

6 前項の規定により許可したときは、資料貸出許可書
(様式第4号)を交付するものとする。

7 教育長は、第 2項及び前項に規定する許可に必要な条
件を付すことができる。

(特別利用の制限)

第 6条 教育長は次の各号のいずれかに該当するときは、
特別利用を許可しないものとする。

(1)特別利用によって資料の保存に影響を及ぼすおそれ
があると認めるとき

(2)現に資料が展示されているとき
(3)前各号に掲げるもののほか、教育長が適当でないと
認めるとき

2 資料のミュージアム外貸出しの期間は、 3カ 月以内と
する。ただし、教育長が特に必要があると認めるときは、

この限りではない。

3 教育長は、ミュージアムの都合により必要があるとき
は、資料の貸出期間であっても当該資料の返還を求める

ことができる。

4 教育長は、特別利用の許可を受けた者が、許可条件に
違反したとき又は違反する恐れがあると認められるとき

は、特別利用許可を取り消し、利用の停止を命じること

ができる。
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(損傷の届出等)                      うとするときは、寄託物返還申出書 (様式第7号)に、前

第 7条 入館者は、ミュージアムヘの入館に際し、ミュー   項の規定により交付を受けた資料受贈・受託書を添えて
ジアムの施設、設備、資料等を汚損し、損傷し、又は滅   教育長に申し出なければならない。
失したときは、その旨を係員に届け出て、その指示に従  4 寄贈及び寄託を受けた資料は、ミュージアムに所蔵す
わなければならない。                   る資料と同様の取り扱いをするものとする。

(寄贈及び寄託)                    (そ の他)

第 8条 ミュージアムは、その運営上必要があると認める  第 9条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は教育
ときは、資料の寄贈又は寄託を受けることができる。た   委員会が別に定める。
だし、資料を寄贈又は寄託しようとする者は、資料寄

贈・寄託申込書 (様式第5号)を教育長に提出し、その承

諾を受けなければならない。              附 則
2 教育長は、前項の規定により、資料の寄贈又は寄託を   この規則は、平成16年 11月 24日から施行する。
受けたときは、資料を寄贈又は寄託した者に姑して、資

料受贈 。受託書 (様式第6号)を交付するものとする。

3 寄託者が、前 2頭により寄託した資料の返還を受けよ
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Ⅳ . 資料の紹介・報告
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多遺跡出土の有茎尖頭器

奈良県立橿原考古学研究所

光石 鳴巳

1。 は じめに

日本列島における縄文時代の初頭、草創期は、人々が土器をつくり、使い始める時期である。

長く続いた氷河期が終わり、温暖化に向かう時期でもあるとされる。有茎尖頭器はこの時期に

盛んに用いられた石器である。形態の多様性が、ある程度地域性を反映すると考えるのが一般

的で、槍の穂先としての使用を思わせる大型のものから、石鏃に近い小型のものまであって、

使用法や目的もひと通りでなかった可能性があるだろう。

奈良県内ではこれまでに70点ほどの有茎尖頭器が知られているが、その多くは県東部の山間

地域や、奈良盆地周縁部のやや標高の高い地域で出土したものである。しかし、近年になって

盆地中央の低地部でもいくつかの出上が知られるようになった。

ここで紹介する田原本町多遺跡の有茎尖頭器もそうした低地部での発見事例のひとつで、田

原本町秦庄在住の谷昭男氏が、1972年に行われた飛鳥川改4笏工事の際に採集したものである
(1)。

現在、町内での人間の活動を示すもっとも古い遺物として、唐古・鍵考古学ミュージアムにお

いて展示されている。

1.多遺跡

4.秦庄遺跡

第 1図

2.矢部南遺跡 3.宮森遺跡

5,多新堂遺跡

多遺跡 と周辺の遺跡 第 2図 多遣跡の範囲と採集地点 (∞ )
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第 3図 多遺跡出土の有茎尖頭器

2.有茎尖頭器 の概要

この有茎尖頭器はサヌカイト製で、片面に広く素材の剥離面をのこしていることと、先端か

ら側縁に沿った樋状の承J離面が認められることで、やや特徴的な外観を呈する。両側縁はやや

外彎する緩やかな弧状で、最大幅の部位は返し部よりやや上部になる。返し部は左右非対称で、

一方はいわゆる逆刺状を呈するが、一方は緩やかに屈曲させるだけで仕上げている。茎部端を

やや欠損するがほぼ完形に近く、比較的整ったプロポーションを見せる優品である。

次に、製作過程を可能な限り読み取ってみよう。図の右面にのこる広い予J離痕は素材予J片の

主要象J離面と推定されるポジティヴな剖離面で、この有茎尖頭器の素材が横長剖片であったも

のと推定できる。図の左面にも、基部近くにやや古い段階の制離面が観察できるが、これも素

材象J片の背面側の剣離面であった可能性があるだろう。片面に広く素材面をのこすこともあっ

て、相対的に図の左面の調整剖離が密で、身部のほぼ全面に斜並行手J離 を施している。おおま

かな傾向として、右側縁から左下がりに剖離した後に、左側縁から右上がりに矛J離するという

手順が読み取れる。図の右面では、身部の中ほどに数条の斜並行予J離が認められるものの、大

半は形状を整えるだけの奥行きの浅い剥離面でつくられる。また、おおむね左面の調整を後に

施しているようである。最終的に縁辺を整える細かな調整が見られ、鋸歯縁状に仕上げる意図

が読み取れる。

ところで、この有茎尖頭器には、先端から長さ2.5cmあ まりにわたる、特徴的な樋状の制離痕

が側縁に認められる。この最J離面は、接するすべての制離面に後出することと、打撃が先端か

ら加わっていることから、使用に伴う衝撃剖離
(2)の 一種と考えられる。有茎尖頭器の先端に

衝撃剣離と思われる剖離痕が観察されることは多いが、これほどの長さにわたって側縁を破壊

するような象J離痕については、寡聞にして例を知らない。現存長78.3剛、最大幅24.OHHl、 最大厚

7.5111n、 重量は1406gで、奈良県内の資料としては十指に入る大型の部類である。
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Ⅳ-1.資料の紹介

3,遺跡 の立地 と縄文時代草創期 の景観

冒頭に述べたように、多遺跡の有≧尖頭器は奈良盆地中央部における縄文時代草創期の人々

の活動痕跡をものがたる貴重な事例のひとつで、現地の標高は約53mである。こうした盆地中

央部の低標高地での有≧尖頭器の出土例としては、同じく田原本町内の宮古北遺跡のものや (3)、

近年の調査であらたに出上した別封道端遺跡 (大和郡山市)の事例があり (4)、 標高はいずれも

45m前後である。

奈良盆地の中央部では、姶良Tn(AT)火 山灰が泥炭層などに挟まれた二次堆積のかたち
で検出される事例があることなどから、旧石器時代には湿地が各所にひろがるような景観であっ

たものと復元されることが多い。一般的に温暖化に向かう気候変動の時期とされる縄文時代草

創期だが、それに関連して奈良盆地の景観をどのように考えるべきか、ひとつの課題である。

奈良県内での縄文時代遺跡を集成した松田真一氏によれば、中期終末に遺跡数が激増する傾向

が見られるという
(5)。 実際に、奈良盆地における早期から中期中葉までの遺跡の立地は、天

理・桜井市域や香芝市域など、盆地の縁辺地域に偏在する。また、松田氏の集成においても、

田原本町内での縄文時代遺跡は宮古北遺跡を除いていずれも後期と晩期のものであり、盆地中

央部における縄文時代遺跡の動向を端的に示していると言えるだろう。

もちろん、現況から多遺跡とその周辺の縄文時代草創期の景観をうかがい知ることは容易で

はない。多遺跡での集落の形成は弥生時代前期にさかのぼるとされ、その中心は現在の多榊社

とその周辺にあたると考えられている (6)。 集落形成が、周囲に比べてより地形の安定した場所

を占地して開始されたであろうことは想像に難くないだろう。そうした好適な地形は縄文時代

を通じて形成された微高地を基盤とするものと想定されるが、その想定が認められるとしても、

草創期の景観を議論するには大きな時間の隔たりを克服しなければならない。仮に、そうした

地形形成の経過をさらにさかのぼって、縄文時代以前の旧地形をある程度反映するという前提

で、このことを積極的に評価すれば、低湿地が点在して地盤の不安定な盆地にあって、樹状に

のびる微高地が草創期における集団の活動の場になっていた可能性が考えられるだろう。遺物

の出土状況が有茎尖頭器の遊離資料に限られることや (7)、 今回紹介した多遺跡の資料をはじめ

として、衝撃象J離 と考えられる剣離痕が認められるものも散見されることから、活動の主たる

内容が狩猟であったとものと考えることに当面は大きな支障がないように思われる。もちろん、

奈良盆地の景観は古代以降の改変が著しく、縄文時代以前との関連については克服すべき課題

が多いが、草創期を含め縄文時代遺跡の動向を考えていく上での一案として、上のような考え

を示しておきたい。

4.お わ りに

本稿では、多遺跡で出上した有茎尖頭器を紹介するとともに、そこから派生する問題につい

て予祭的に若千触れてみた。奈良県内の有≧尖頭器全般に関わる問題については、できるだけ
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多 くの遺物について資料化した上で、改めて考察の機会をもちたいと考えている。

末筆ながら、資料の存在を御教示いただき、図化と本稿執筆の機会をたまわった田原本町教育委員会

の藤田三郎 。豆谷和之両氏に感謝申し上げたい。

註

(1)谷 氏によれば、採集地点は多宮橋から北へ100m程に位置し、多神社社務所西側にある竹藪が目

印だったという。排土の持ち出しがほぼ終わりかけていた頃、乾いて暗灰色になった粘土塊が割れ、
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唐古・鍵遺跡出上の鹿を描いた土器

藤田 三郎

1.は じめに

ここに紹介する絵画土器は、唐古・鍵遺跡の第 1次調査に携われておられた戸田秀典先生が

長くご所蔵されていた資料である。戸田先生は、唐古池の調査責任者であった末永雅雄博士の

もとで唐古池・鍵池の調査などを担当された
(1)。 本町では、1986年に「唐古・鍵遺跡発掘の50

年」のいう記念講演会とシンポジュームを開催したおり
(2)、 両先生をお招きし、当時の調査の

お話を直接お伺いしたことがあった。また、この年は奈良県立橿原考古学研究所附属博物館に

おいても上記の記念展として特別展『絵画と記号』展
(3)が
開催された。この特別展では、今

回紹介する土器が出品されていたようであるが、私は全く気付かずにいた。この絵画土器を知

るきっかけになったのは、2002年から進めていた唐古・鍵遺跡出上の絵画土器集成とデータベー

ス化の時で、橋本裕行氏から戸田先生ご所蔵の絵画土器を上記特別展に展示したことを知った。

さっそく、先生に図面や写真を作成させて頂きたくお願いしたところ、本町に快く寄贈してい

ただく運びとなった。そして、現在は唐古・鍵考古学ミュージアムの常設展示の「まつりとい

のり」のコーナーで絵画土器の一品として展示している (第 1図 )。 この絵画土器は、唐古・鍵

遺跡のなかでも優品の一つであるので、ここに資料紹介をすることとする。

ところで、戸田先生からご寄贈頂いたのは、絵画

土器を含め土製紡錘車や投弾、石器など15点 (第 3

図)である。これらの資料は、戸田先生が昭和30年

代に唐古の地元のひとから譲ってもらったものとい

うことである。したがって、採集地点等の情報はな

いが、土器の胎土や色調から唐古地内の採集品で間

違いないものと考えられる。

2.絵画土器 の観察
ここに紹介する絵画土器 (第 2図 一左)は、破片

の大きさが縦12.9cm、 横12.3cm、 厚み0.5cmを 測る。破

片の湾曲から推定すると胴部径が約40cmを測ること

から、高さが70cmほ どの上器と推定される。色調は 第 1図  ミュージアムでの絵画土器展示
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陪褐色を呈 し、破片下端には黒班が残る。外面は縦位のハケ後、丁寧なナデ調整によリハケロ

は消されるが、器面全体に接合痕の凹凸が残る。内面は左上が りのハケ後、ナデ調整を施すが

全体に指頭圧痕がみられる。また、内面下端には煮沸による炭化物が付着する。煮沸痕跡から

奏の可能性 も考えられるが、土器の傾きや外面の丁寧な調整、唐古・鍵遺跡出上の他の絵画土

器資料の器形が壷であることなどを総合すると、いわゆる文様をもたない短頭壷あるいは複合

口縁重と呼ばれる器種の大形品と考えることができる。

絵画は、ナデ調整を施した後、ヘラで勢いよく線刻しているため、深い線となっている。描

かれているのは右向きの鹿で、頭部と臀部を欠 くが、角・頸部から前胴部・前脚部分が残って

いる。他の唐古・鍵遺跡出上の鹿の描き方からほぼ全体像は推測できるもので、やや臀部を突

き上げ、脚が突っ張ったような姿態の鹿であろう。土器に刻まれた線刻の挿入角度 (土器表面に

対してのヘラの挿入角度)や線刻右側の上器表面粘上の盛り上がり方、また、庇が右方向に描か

れていることから左利きの人物が描いたと考えられる (4)。 角は一方の主幹のみ残っているが、

他の類例から推測するに左右の主幹があったと考えられる。したがって、残存する角は、内側

向きに角枝を大きく描いたものであろう。胴部は、輪郭線を描いた後、斜格文で充填するが、

頸部までは充填しない。斜格文の描き方は、左下がり (/)→右下がり (＼ )の描き順になる。

脚は前脚の 2本が残っているが、 1本線で脚を表現し、足先は二股に分かれている。

3。 絵画表現 の特徴

唐古・鍵遺跡では、現在、意匠不明や絵画かどうか認定しづらい資料も含めおおよそ350点の

絵画土器が出土しており、全国で最も絵画土器が多い遺跡として知られている。この唐古・鍵

遺跡では、鹿を描く絵画土器が最も多い。庇絵画の歴史性や性格は別として、特に描き方につ

いては、下記の研究がある。

末永雅雄氏は、唐古・鍵遺跡の鹿について、左向きが多いことを指摘している (5)。 これに関

しては、鹿の向きと利き手の関係を前述のように佐原真氏が明らかにしている (6)。 橋本裕行氏

は、さらに鹿や蔦の向きと体内充填の斜格 (子)文の描き順の関係について整理し、他の遺跡

と異なり、唐古・鍵遺跡の鹿絵画の体内充填の斜格 (子)文は、左右の向きに関係なく、右下

がり (＼ )か ら左下がり (/)の描き順になっていることを明らかにしている (7)。 また、春成

秀爾氏は、土器にみられる鹿絵画では角をもつものが多く、秋の製作を推定している (3)。 藤原

郁代氏は、鹿の頭部や胴部表現に描き方パターンがあることを指摘している (9)。 鹿の描き方に

ついては、私も分類をおこなったことがある °°。今回の絵画を、その分類に当てはめれば、

「頸部・月同部形態 (第 I類 )、 頭部形態 (1類 )、 角形態 (a類 )、 脚形態 (1よ類)」 ということになる。

右向きの鹿 唐古・鍵遺跡では、末永氏の指摘のとおり、左向きの庇が多く、全体の約 3/4を

占めている。したがって、右向きの鹿は、数少ない 1例 といえよう。前述したように、今回の

右向きの鹿は、左利きの可能性が高い。
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第 2図 鹿の絵画土器 (左 :戸田氏例、右 :第69次例)
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角の表現 唐古・鍵遺跡での角表現は、主幹に対して内外に角枝を表現するものが多く、内側
のみに角枝を表現しているものは少ない。角表現としては、稚拙でないことから、意識的に内

側のみの表現としたのであろう。

胴都の表現 臀部を丸く表現し突き上げたような胴部形態は、唐古・鍵遺跡では通有の形態で

あるが、胴部内側を斜格文で充填するものは半数ちかくである。したがって、胴部内側を斜格

文で充填する、しないは、規則性がなく表現方法においてあまり問題にならないようである。

本資料は、右向きの鹿で線刻の

観察から左利きの人物による絵

画の可能性が高いことを指摘 し

たが、体内充填の斜格文の描き

順は右利き優位の描き順で描か

れてお リー致しない。これは橋

本氏の上記指摘とは逆転した特

第 1表 絵画土器における利き手と筆順の関係

鹿の向き 資料 利き手 体内充填の斜格文の筆順

左向きの鹿 一般的な

絵画土器

右利き 左下がり (/)→右下がり (＼ )

右向きの鹿 左利き 右下がり (＼)→左下がり (/)

右向きの鹿
戸田氏例 左利き 左下がり (/)→右下がり (＼ )

第69次例 右不Uき 右下がり (＼)→左下がり (/)

徴といえる。

脚先表現 鹿の脚先表現は、一般的に先端を少し撥ねるものが多い。この資料では、脚の先端が
二股に分かれており、このような表現は少ない。鹿は偶蹄類であり、一見すれば二股に見える脚

先であることからして、よく観察した写実的な表現方法といえよう。唐古・鍵遺跡では、第 1次

調査の北方砂層出土 住うと第69次調査出上の各 1例、また、清水風遺跡第 1次調査例では鹿ある

いは鳥表現の脚先が三又状 Q分 のものや鳥取・稲吉角田例 Q° 、気比 4号銅鐸例 ⊂°があるが、鹿の

足先表現としては非常に数少ない表現方法といえる。これらの中で、唐古・鍵遺跡第69次調査例

が酷似する(第 2図 ―右)。 これは右向きの鹿にも関わらず、土器に線刻される角度から右利きの

描き手であることがわかるものであるが、斜格文については、戸田氏所蔵例とは逆であり、橋本

氏の指摘する右下がり(＼ )→左下がり(/)のパターンとなる。すなわち、この 2例は、本来の利

き手とは逆の筆順で、体内充填の斜格文を描くという特異性がみられる(第 1表 )。

4。 まとめ

以上のことから、本絵画土器は、唐古・鍵遺跡出上の鹿の表現方法と要素は共有しながらも、

鹿表現としては特徴のある絵画ということが判明した。また、唐古・鍵遺跡出上の絵画土器の

斜格文の充填方法も他と異なり、注目される。破片のため、詳細な時期決定はできないものの、

おおよそ弥生時代中期後半 (大和第Ⅳ様式)の範疇におさまると考えられることから、唐古・鍵

遺跡において盛行期の絵画土器の一つとして、貴重な一例を追加することができた。

本稿を執筆するにあたり、本資料をはじめ唐古・鍵遺跡の出土品をご寄贈戴きました戸田秀典先生、

また、本資料ならびに絵画土器に関して貴重なご教示を賜 りました橋本裕行氏、本資料の図面作成をお

こなった小栗典子氏に感謝申し上げます。
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金り

第 3図 戸田先生寄贈の遺物
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笠形採集の和同開弥

河森 一浩

1.は じめに

笠形は田原本町東南部に所在する (第 1。 3図 )。 1982年 7月 5日 、本町教育委員会は、田原

本中学校教諭の石橋源一郎先生 (当時)よ り、熊本秀和君 (当時、田原本中学校二年生)が不日同開

弥および土器片を採集したとの連絡を受けた。

熊本氏が資料を採集した地点は笠形池の南堤で、

地元の方の話では、この堤は堤防南側の用水路を工

事した際に上を盛り上げられたものであるという。今

回、紹介する和同開弥も、用水路を工事した際の盛り

土にまぎれていた可能性が高く、本来の原位置は笠

形池南側の用水路付近であったと考えられる。また南

堤の盛り上は黒色を呈する粘上で、水田の耕作土と

は異なることから、水田下約 lmの深さより出上し

たものと推定される (1)。

田原本町内では、これまで古代に位置づけられる |こ

遺跡の調査例が少ないが、以下では、笠形採集の和

同開弥を紹介 し、周辺の歴史的環境について予祭したい
(2)。

2.和 同開亦の概要

熊本秀和氏により採集された資料は、和同開弥 1点

片のうち器種を判別できる資料は、土師器小皿片 2点、

このうち今回は和同開弥について紹

介する。

和同開弥は直径の平均が2.5cmで、

重量は1.95gを 測る。また、外縁の厚

さは平均 1.511Hlで ある。その他の法量

については第 1表に示す。表面に比

べて裏面の内郭が幅広で、裏面内郭

第 1図 笠形遺跡の周辺

(第 2図 )と 数点の上器片である。土器

羽釜片 1点で中近世に位置づけられる。

貯
肝
止
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の外縁四隅はやや丸みを帯びている。なお、鋳造後は平滑に

仕上げられ、タガネの痕跡は観察できない。また、表面の錆

は顕著でないが、全体的にやや赤味を帯びている。

銭文は細字で、「開」の字は門構えが隷書風に開く「「司」字

を配し、一般に隷開和銅 (新和銅)と 呼ばれる一群に分類さ

れる。また、新和銅は「禾和銅」。「跳和銅」・「正字」などに

3.笠形遺跡周辺 の歴史的環境

では、町内における古代遺跡の発掘調査を概観し、

たい。ここでは古代の道路遺構を中心に検討を進め、

を試みる。

第 1表 外縁・内郭の法量

最小 最大

外縁 2.lcm 2 5cm

内郭 (表面) 6.411ull 7 6mm

内郭 (裏面) 6.311ull 8.lllull

笠形周辺の歴史的な環境について予察し

交通史的な観点から笠形周辺の位置づけ

細分されるが、今回紹介する資料は、「正字」に該当するものである。

和同開弥の新古をめぐっては、議論の分かれるところであるが (3)、 概ね 8世紀の前半期と考

えることができるだろう。

(1)町内における古代道路の調査

これまで町内で発掘調査が行われた古代遺跡のうち、道路が検出された事例は以下の通 りで

ある。

保津 。宮古 第14次 (4)二本の溝が検出された。まずSD-105は南北方向に走 り、幅 3m、 深さ

0.5mを 測る。溝中からは 6世紀中頃の須恵器が出上した。また、溝の最上部では 7世紀後半の

遺物がみられ、溝の埋没時期を示すものと考えられる。位置的に筋違道 (太子道)の側溝にあ

たる可能がある。次にSD-106イよ東西方向に走る溝でSD-105を切っている。後述する第18次調

査で検出された溝に連続する可能性が高い。

保津・宮古 第18次 (5)ト レンチにほぼ平行する形で推定幅3.5m、 深さ0.4mの 溝が検出された。

道路の側溝と推定される。溝中からは人面墨書土器や、「富女」と書かれた墨書土器が出上し、 8

世紀後半に位置づけられる。

羽子田 第16次 (6)二本の溝が検出された。道路の側溝と考えられる。北側に位置するSD-102

は、再掘削され南側に位置をずらしている。溝間の道路幅は当初は14.5m、 再掘削後は 9mを 測

る。南狽1に 位置するSD-101で は中層から須恵器が出上し、 8世紀に位置づけられる。保津・

宮古遺跡第14次調査で検出されたSD-106に方位が一致し、連続する道路の可能性が高い。

(2)古代道路と遺跡の分布

奈良盆地低地部に位置する田原本町内には「中ッ道」。「下ッ道」の推定ルー トが走 り、田原

本町西部の保津・宮古周辺には筋違道 (太子道)の地割 りが残存する。前述 した保津・宮古遺
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Ⅳ-1.資料の紹介

跡第14次調査で検出されたSD-105は、筋違道 (太子道)の側溝である可能性が高 く、筋違道

(太子道)の存在を考古学的に裏付けた調査 として注目される。

また、保津 。宮古遺跡第14次調査で検出されたSD-106、 保津・宮古遺跡第18次調査で検出

された溝状遺構、羽子田遺跡第16次調査で検出されたSD-101・ 102を 一連の道路と考えると、

筋違道 (太子道)と 下ッ道をつなぐルー トの存在が想定される。さらに、下ッ道推定地の東側

にも、「保津・阪手道」に連続する地割 りがみられ村屋神社周辺
(7)で中ッ道と交差する (第 3

図)。 この道路は文献に明確な記載がみられないため、田原本町教育委員会では暫定的に「保

津・阪手道」と呼んでいる。保津 。宮古遺跡第18次調査では 8世紀後半の人面墨書土器が、羽

子田遺跡第16及調査では 8世紀の須恵器が溝から出土し、少なくても 8世紀を中心とする時期

には道路が存在 したようである。

ここで、町内の古代遺跡の分布をみると、

筋違道 (太子道)と 「保津・阪手道」が交差

する地点では掘立柱建物が検出され、第10

及調査では漆塗 りの銅製品
(3)、
第18次調査

では円面硯が出土している (9)。 また、下ッ

道と「保津・阪手道」の交差する地点では、

墨書土器や石帯具が出土した阪手北遺跡
Q°

が知 られ、古代道路が交差する「巷」に近

接 して遺跡の分布が認められる。

さらに中ッ道の沿線では、井戸枠に転用

した櫃が出土 した天理市武蔵遺跡
ω)や、

土馬・墨書土器が出上 した東井上遺跡
Qり

が点在 し、古代道路との強い関連が想定さ

れる。今回紹介する和同開弥が採集された
第 3図 古代道路と遺跡の分布

笠形は、中ッ道沿線に位置し「保津・阪手道」との交差点にも近接することから、村屋神社周

辺の古代史を考える上で重要な地点と言えるだろう。

4。 おわりに

以上、笠形採集の和同開弥を紹介し、町内における古代遺跡の調査から、笠形周辺の歴史的

環境について予察した。田原本町内では、古代に位置づけられる遺跡の調査が少ないが、いず

れも古代道路が交差する位置に分布する傾向が強く、特に、保津・宮古遺跡第22次調査や、阪

手北遺跡第 3次調査では官衡的な性格が認められる。今回紹介した笠形周辺では、これまでま

とまった発掘調査はみられないが、今後の調査に進展に伴って、遺跡の具体的な内容な性格に

ついて議論の深化が期待される。
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唐古・鍵遺跡、清水風遺跡出土の望C測定土器の所見

藤田 三郎

1.は じめ に

唐古・鍵遺跡は、1936年の第 1次調査以来、弥生土器や石器、木製品、獣骨、災化種子類な

ど様々な弥生関係遺物が多量、かつ保存良好な状態で出土している。なかでも土器類はこれら

出土遺物の主要部分を占めている。この上器類については、唐古池の第 1及発掘調査報告書で

ある『大和唐古弥生式遺跡の研究』(1)で、小林行雄氏によって様式による弥生土器編年が確立

された。その後、この編年を基礎に近畿地方の弥生土器編年が佐原真氏によって完成すること

になる (2)。 現在では、膨大な出土土器を基に細分と地域差が判明しつつあり、上記編年をベー

スとして、大和地域においても新たな弥生土器編年が構築されつつある。大和地域における様

式は、弥生時代前期から後期末を今までの 5様式を 6つの大様式に分け、さらにこの大様式を

21小様式に分けたものである (3)(第 1表 )。 この編年の中核をなすのは、奈良盆地のほぼ中央

に位置し、弥生時代を通じて盟主的な遺跡である唐古・鍵遺跡から出土した土器である。

さて、今回、国立歴史民俗博物館から
ИC年代測定に当たって本町所蔵土器等の資料提供の依

頼を受けるとともに共同研究という形でこの研究を進めることになった。作業は、平成15年か

ら16年にかけて計 3回 の土器資料の採取 (追加採取含む)が小林謙―・春成秀爾 。今村峯雄に

よって実施された。当方から提示した土器は、上記大和様式の土器編年に堪えうる土器を中心

に、土器内外面に煤、あるいは内面に付着したえ化物が残る良好な一括資料を抽出した (第 2

表)。 また、土器選定に当たっては、弥生時代前期から古墳時代前期までのほぼ全時期を網羅で

きるように心がけた。今回提示した土器は、大和様式によって整理された良好な一括資料で、

特に大和地域においては編年の中心的存在である唐古・鍵遺跡の資料を中心としている (4)。 全

時期網羅的に抽出したが、後期資料が若干少ない。本稿では、小林らによって報告される「唐

古・鍵遺跡、清水風遺跡出土試料の“C年代測定」の土器観察と出土遺構について概要を述べ、

土器の考古学的所見をまとめることにする。

2.土器資料 の概要

(1)大和第 I様式の土器

1・ 2は、唐古・鍵遺跡第66次調査で検出した河跡SR-201か ら出土した土器である。 1は、

凸帯文の深鉢で口縁端部直下に断面三角形の粘土帯を貼付する。内外面は、禾本科原体による
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条痕がみられる。外面には厚 く煤が付着する。 2は、遠賀川系の奏である。胴部にやや膨らみ

をもち、口縁部は短 く外反する。口縁部の屈曲下には 1条のヘラ描き直線文を描 く。外面には

薄 く煤が付着する。この 2つ の上器は、出土層位が異なるがほぼ同一時期の遺物 と考えて良い

ものである。この 2点の土器が出土した河跡は、唐古池の第 1次調査で検出された「南方砂層」

の延長と推定されるもので、この南方砂層においても、大和第 I-1様 式の弥生土器とともに

凸帯文の重が出土している。このような状況から、唐古・鍵遺跡における最も古い弥生前期土

器に伴う凸帯文土器が存在 していることになる。

3は、唐古・鍵遺跡第82次調査で検出した木器貯蔵穴と推定される土坑の中・上層から出土

したものである。この上坑からは、この甕のほか壺なども伴っており、大和第 I-1-b様 式

の良好な資料である。

4。 5は、唐古 。鍵遺跡第20次調査SK-215第 2層から出上 した甕である。 4は、口縁部下

に 4条のヘラ描き直線文を施す。胴部外面には、粗いハケ調整を施す。 5は 日縁部が逆L字形

を呈するが、断面は三角形に突出するのではなく、九 くなっている。瀬戸内地方の影響を受け

た奏である。日縁部下には、 4条のヘラ描き直線文、胴部外面には粗いハケを残す。この 2つ

の上器は木器貯蔵穴の中 。上層に一括廃棄された遺物で、炭化米や炭化材、被熱変形土器も含

んでいることから、倉庫等の火災の後始末遺物の廃棄物と考えられる。なお、この土坑からは

多量の炭化米・炭化籾塊が出上しており、これも合わせて、測定している。

6は、唐古・鍵遺跡第16次調査SX-lo2黒粘Ⅲ層から出土した甕である。底部から口縁部に

外上方へ広がる形態で、甕というより外にちかい。口縁部は、外側に粘土紐を貼 り付け扁平な

凸帯状を呈す。内外面はナデ調整で仕上げる。外面には厚 く煤が付着している。本土器は、大

和地域においては位置づけが困難であるが、木器貯蔵用の上坑の一括資料で他の共伴資料から

大和第 I-2-b様 式に位置づけられる。

7は、唐古・鍵遺跡第84次調査SK-202灰 粘層から出土したほぼ完形の小形鉢である。底部

から口縁部に外上方へほぼ直線的に広がる形態である。口縁部は端面を有し、口縁部下に一対

の扁平な把手を付加する。内外面はナデ調整で仕上げる。外面には厚 く煤が付着している。本

土器は、共伴資料する土器が少なく、また、型式的に位置づけが難しい土器であるが大和第 I

-2-b様 式と考えられる。

8は、唐古・鍵遺跡第79次調査SD-103第 5-b層から出上した底部である。底部のみで、形

態 。所属時期は決めがたい。出土遺構は大和第Ⅲ様式の溝であるが、底部の形態や胎土から大

和第 I様式の壺底部と思われる。底部内面には、厚 く漆の付着がみられる。

(2)大和第Ⅱ様式の土器

9～ 15は、大和第Ⅱ様式の上器である。 9～ 11・ 13は大和型奏で、特に 9～ 11の 奏は大和型

奏のなかでも口縁部が発達し細条のハケ調整を施す特徴から初期のものである。これらの奏は、

外面に縦位方向、内面に口縁部あたりを横位のハケを施す。また、口縁端部には刻目を有する。
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Ⅳ-2.資料の分析

13の 口縁端部には刻目はないが、 4方向に2ヶ 所一対のヘラによる押捺が施している。12・ 14・

15は、遠賀川系の奏である。いずれも丁寧なナデ調整によってハケが消されている。これらの

奏の外面には、厚く煤が付着している。10～ 14の上器は、木器貯蔵穴や環濠などから出上した

もので多量の上器を伴っており、廃棄資料であるが良好な状態で出上したものである。15は、

第74次調査で検出した大型建物跡の柱穴 (P■ -102E第 5層 )で柱抜取り前の埋土から出上した

土器である。この大型建物跡の柱については、別項による報告がある。

第 1表 唐古・鍵遺跡 土器様式・遺構対照表
大和 様 式 既往編年 次数 遺構・層位 備 考

第 I様式

第 I-1様式

第 I-1-a様 式

第一様式古

19次 SK-1103
突帯文含む

66次 SR-201

第 I-1-b様 式
73次 SK-201

82次 SK-219

第 I-2様式
第I-2-a様 式

第一様式中
20次 SK-215

第I-2-b様 式 16次 SX-103黒粘皿

第■様式

第Ⅱ-1様式

第エー1-a様式

第一様式新

16次 SX-103黒粘Ⅱ

第Ⅱ-1-b様 式
26次 SK-3203

33財( SK-208

第Ⅱ-2様式
23次 SK-123

74次大型建物
22ツk SK-201

第Ⅱ-3様式

第Ⅱ-3-a様 式

第二様式

22次 SK-1101

第Ⅱ-3-b様 式
23次 SD-103

大環濠
50ツk SD-101B

第Ⅲ様式

第Ⅲ-1様式
第三様式古

13次 SD-06下層

20次 SX-101下 層

第Ⅲ-2様式 20次 SX-101上 層

第Ⅲ-3様式

第三様式新

33ツk SK-124

37次 SK-2130

第Ⅲ-4様式
22次 SK-105

23ツ( SK-113

第Ⅳ様式

第Ⅳ-1様式

第四様式

33シk SK-120 池上大型建物B C52

第Ⅳ-2様式
13次 SD-02 清水風遺跡 2次

SR-10219次 SD-204 第5層

第V様式
第V-1様式 西の辻N式

61次 SD-101B・ 102B

47ツ(
SD-210ユ

第7・ 8層

第V-2様式 西の辻 D式 20次 SK-104

第Ⅵ様式

第Ⅵ-1様式 西の辻正式

第Ⅵ-2様式 33次 SK-125

第Ⅵ-3様式 西の辻E式
14次 SK-101

33ツk SD-109

第Ⅵ-4様式 34次 SD-102 庄内式を含む

庄内式
23ツk SK-103

40浚 SK-10ユ

布留

布留 0式 13次 SD-05上層

布留 1式
23ツk SK-124

38次 SK-101

※網かけは、今回の分析資料の遺構
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(3)大和第Ⅲ様式の土器

16か ら27は 、大和第Ⅲ-1～ 4様式の土器である。16は 第37次調査SK-2116第 4層から出土

した大和第Ⅲ-1様式の大和型奏である。小形奏で胴部にやや膨 らみをもつ。口縁部にはハケ

による刻 目を施す。外面には厚 く煤の付着がある。本土坑は井戸で、井戸埋没過程で本様式の

一括資料が出土している。17は第13次調査SD-06D最下層から出土した大和型奏である。胴部に

ふ くらみがなく、口縁部は短 く外反する。環濠から出上した半完形の奏で、本層位では大和第

Ⅲ-1様式の良好な資料があり、この上器も本時期に所属するものである。18は 第20次調査SX

-101第 6層、19は 同第 4層から出土した土器である。18は ほぼ完形の広口長頸壷で、壺内部の

胴部ほぼ中央に炭化物が輪状に付着しており、煮炊きに用いたとわかる土器である。本土器の

外面には煤の付着がほとんどなく、サンプルは内部のえ化物から採取 した。19は外面にハケ後

のミガキ調整、口縁部内面は横位ハケを施す奏である。これらの調整手法から大和型と河内型

の折衷タイプの奏と考えられる。本土坑も井戸であるが、下層 (第 5～ 8層)と 上層 (第 1～ 4

層)では明確に時期を分けることができる。下層は大和第Ⅲ-1様式、上層は大和第Ⅲ-2様

式である。下層では、18の広口長頚壷を含む完形土器や 卜骨等祭祀遺物が一括廃棄されており、

良好な資料である。上層の遺物は、井戸の埋没過程で窪みとなったところに廃棄された土器群

と考えられる。

20～ 22は、第37次調査SK-2130出 土の壷である。いずれもほぼ完形の壷で、井戸の供献土器

である。この井戸からは、各層から供献土器が出土しており、それほど時間を経ずに埋没して

いく過程が読み取れる井戸である。これらの壷の外面には、煤の付着が全面にみられる。

23・ 24は、第33次調査出土SK-124(木器貯蔵穴)に廃棄された破片資料である。23の広口壷

では外面胴部中央に煤の付着がみられる。24は高杯あるいは台付鉢の脚台部で、脚柱部は円盤

充填をおこなう。裾部内面に煤の付着がみられることから、破損後、脚台部を奏蓋に転用した

と推定される。25は、第20次調査SK-107か ら出土したほぼ完形の壷で、壼内部にはイノンシ

幼獣の肩甲骨を用いた 卜骨が入っていた。外面には煤の付着が見られるが、煮沸具として使用

した後、 卜骨の容器として転用されたものであろう。いずれも大和第Ⅲ-3様式の資料である。

26は、第22次調査SK-105出上の無紋の壷である。SK-105は井戸で、最下層から小破片と

なって出土したが、ほぼ完形に復元できる資料で井戸の供献土器の可能性がある。

27は、第44次調査SD-103か ら出上したほぼ完形の近江産甕である。口縁部は受口状を呈し、刺

突文を廻らす。胴部は粗い櫛描の直線文と刺突文を交互に配し、最下段に波状文を施す。胴部外面

に煤の付着がみられる。26・ 27と も遺構内からの良好な出土資料で、大和第Ⅲ-4様式を示す。

(4)大和第Ⅳ様式の上器

28か ら36は、大和第Ⅳ-1・ 2様式の上器である。28～ 31は、第33次調査SK-120の上層か

ら出上した土器で、井戸の埋没過程に廃棄された破片資料である。28～ 30の奏胴部では、外面

上半にタタキと下半にケズリ調整がみられる。32は第52次調査SX-101第 2層から出土した小
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Ⅳ-2.資料の分析

形甕、33は第19次調査SD-204第 5-a層 から出上した養蓋である。33の甕蓋では内面の裾郡

周辺に、煤の付着がみられる。前者は落ち込み、後者は大環濠の洪水層 (北方砂層対応か)か ら

出土したもので、当時期を示す良好な一括資料を伴っている。

34・ 35は 、第13次調査SD-02植物層から出上 した完形の奏である。環濠の埋没過程で異形高

郭や丹塗 り盾などの祭祀遺物の廃棄に伴 う土器群である。34は タタキ成形後、ハケ調整によっ

てタタキを消 している。35は、やや鈍重な感を呈する小形の奏である。いずれも外面に煤が厚

く付着する。36は、清水風遺跡第 2次調査SR-102か ら出上 した完形の壺である。口縁部には

2孔一対の紐穴を 6ケ 所にあける。外面はタタキを消すハケ調整を施す。SR-102は、河跡で

大量の砂層堆積で埋没しており、ほぼ一度に埋没 したと推定される砂層内の一括資料である。

この河跡は、唐古・鍵遺跡の第 1次調査 (唐古池)で検出された北方砂層の延長と推定される

ものである。34・ 35と も大和第Ⅳ -2様式を示す良好な資料である。

(5)大和第V～ Ⅵ様式・布留式の土器

36は、第47次調査SD-2101第 8層から出上した完形の小形短頸壷である。環濠から出上した

壷で、他にも完形の上器が多量に出上 しており、環濠の淵に並べ られていた土器が転落したの

か、一括廃棄された資料である。本土器の内部には、炭化米塊が入ってお り、煮炊 きに使われ

たと考えられるが、外面には目立つ煤の付着はみられない。サンプルはこの炭化米塊から採取

した。37は、第69次調査SD-1109第 6層から出土した壷破片である。詳細な器形はわからない

が、胴部の屈曲が強い。内外面に漆膜が付着しており、漆塗 りの上器である。大和第 Vあ るい

はⅥ -1様式の上器と考えられる。サンプルは、この漆膜の一部を採取 した。

38は第69次調査SD-1109第 6層、39は SK-101下層から出上したいずれも完形の奏で、外面に

煤の付着がある。38は、均整のとれた奏で胴部中央に円形の穿孔がある。環濠から出土したもの

で、層位的には大和第V様式～第Ⅵ-2様式までの上器が含まれているが、奏の形態や手法から

大和第Ⅵ-2様式に所属させるのが妥当であろう。39が出土したSK-101は井戸で、下層からは

壷や奏など完形品12点 の供献土器が出土しており、良好な一括資料となっている。大和第Ⅵ-3

様式に所属する。

40～ 44は 、布留 1式の奏である。いずれも完形あるいは半完形の井戸供献土器である。外面

には厚 く煤が付着する。40の 口縁部は、内側への折 り曲げが小さく古相の形態である。

3。 おわりに

今回提供 した土器は、唐古・鍵遺跡の出土資料のなかでも土器編年の標準資料 として扱って

いるものであり、出土遺構や出土状態も吟味し、抽出した資料である。ただし、今回の資料は、

編年的には 1小様式に対して 1、 2点 という少ない点数であり、今後、さらに点数を増やしHC

の年代を確定していく必要がある。
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第 8図 ユC測定土器写真 (4)
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唐古・鍵遺跡検出の大型建物跡と年代測定試料

豆谷和之

1.は じめに

田原本町教育委員会では、平成15年から国立歴史

民俗博物館と年代測定に関する共同調査を行ってき

た。田原本町教育委員会では、国立歴史民俗博物館

の要請に応じ、唐古・鍵遺跡第74次・第93次調査で

検出した弥生時代大型建物跡の柱根から、試料を提

供した。

年代測定の結果については、国立歴史民俗博物館

の報告に詳しいので、本稿では炭素14年代測定の試

料を採取した大型建物跡の概要を紹介し、その年代

について考古学的な所見を述べておく。

2.第 74次調査

(1)調査の経過と概要

第74次調査は、平成11年度に行った個人住宅の建築に伴う緊急調査である。その調査地は、

国道24号線の西側に位置し、遺跡の西部 (西地区)に あたる。調査は当初、 5m× 25mの トレ

ンチを設定したが、この調査区西半の北排水溝において径0.6mを 測る大型柱根を検出した。こ

の柱根が大型建物跡のものと考えられたことから、全容確認のため調査区西半部分 (12m)を

北側へ10m拡張し、それでも不十分であったためさらに西側へ 9m拡張した。最終の調査面積

は368どである。調査は平成11年 7月 14日 に開始し、平成11年 12月 25日 に終了した。なお、本調

査地はその後、平成14年 12月 に国史跡の追加指定を受け、買上げられている。

本調査区における遺構検出面は 1面で、この面において弥生時代前期～近世までの遺構を確

認した。

検出した遺構は、弥生時代前期～中期初頭の上坑 4基・溝 1条、弥生時代中期前葉の土坑 1基・

大型建物跡 1棟、弥生時代中期中葉の土坑 3基・溝 1条、弥生時代中期後葉の上坑 3基、弥生

時代後期初頭の上坑 2基、弥生時代後期後葉の土坑 4基、古墳時代初頭の上坑 1基、方形周溝

墓 1基、中世の大溝 3条、近世の素掘小溝多数である。
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(2)大型建物跡について (第 2図 )

第74次調査で検出した大型建物跡は、南―北に軸をもち、梁間 2間 (約 7m)、 桁行 5間 (約

11.4m)以上である。南側については、まだ身舎が延びる可能性もある。現状での床面積は約80

どを計る。両側柱列以外にも建物中軸線上に柱列を持った総柱式で、北側に独立棟持柱を確認

した。

検出した柱穴は、東側柱列が 5基、棟通り柱列が 4基、西側柱列が 6基、北側独立棟持柱 1

基の計16基である。柱穴掘方の形状は、両側柱穴が長軸 2m前後、短軸1.5m弱 の長楕円形、棟

通り柱穴が径1.5m前後の不整円形である。なお、柱穴の表記方法は、柱列毎に北側から101で

始め、番号の末尾に東側柱列はE、 棟通り柱列はC、 西側柱列はWの アルファベットを付けて

いる。なお、北側独立棟持柱ついてはPit-150と する。

柱穴内に柱根が残存していたものは、Pit-101E・ 104E。 104W・ 150の 4基である。この柱

根 4本のうち、Pit-101E。 150の 2本は倒されていた。いずれの柱根も直径0.6m前後で、材は

Pit-101E・ 104E・ 104Wがケヤキ、Pit-150がヤマグワである。このうち、Pit-1501こついて

は、倒された柱根が浄化槽の下へと廷びているため取り上げを断念した。

(3)炭素14年代測定試料の採取

調査の経緯 取り上げた 3本の柱根は、田原本町教育委員会の遺物収蔵庫において平成12年 5

月18日 (木)か ら7月 3日 (月 )ま で図化・写真撮影を行った。その際、国立歴史民族博物館の

春成秀爾氏より、大型建物跡の柱根について科学年代測定のための試料提供の要請を受けた。そ

こで、 5月 24日 (水)の午後に春成氏立会のもと、奈良国立文化財研究所 (当時)の光谷拓実氏

が年輪年代測定のための試料採取を試みたが、これは樹種がケヤキであることと内部の腐食が

激しいために断念し、春成氏が炭素14年代のための試料を採取し回立歴史民族博物館へ持ち帰

ることになった。

試料の採取 年代測定試料は、東側柱列 (Pit-101E・ 104E)、 西側柱列 (Pit-104W)の柱根 3

本、東側柱列 (Pit-102E。 104E。 105E)の 下層出土棒材から採取した計 7点である。試料採取

は春成氏と光谷氏が立会いのもと、豆谷と小栗典子が行った。

Pit-101Eについては、検出時における西側面の基部と目渡孔よりやや上側について外縁 2

点を採取した。Pit-104Eは、その上部外縁を採取した。Pit-104Wは、その基部外縁を採取し

た (表 1)。 この他、参考資料としてPit-lo2 E・ 104E・ 105Eか ら出土した棒材についても試

料採取を行った。このうち、Pit-104Eの試料については柱根の周囲に絡ませていた割棒材の

一つであり、Pit-105Eの試料については柱穴底に平行に敷き詰められた枝材の一つである。

(4)考古学的な位置づけ

第74次大型建物跡の考古学的年代は、柱穴と他遺構との切り合い関係、柱穴および抜き取り

穴からの出土土器によって決定した。その柱穴は、弥生時代前期の溝SD-201(大和第I～ Ⅱ一
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1様式)を切 り込み、弥生時代中期中葉の溝SD-106(大和第Ⅲ-1様式)に切 り込まれる。ま

た、柱穴から出土する土器片は、大和第 I様式から第Ⅱ-3様式までの時期幅をもつ。このう

ち、柱穴はSD-201を切り込んでいるから大和第 I～ Ⅱ-1様式は混入と考えられる。さらに、

大和第Ⅱ-3様式の上器が出土するのは、柱穴の抜き取り層からである。このことから、大型

建物は大和第Ⅱ-2様式に築造され、大和第Ⅱ-3様式のある時点で取り壊されたと考えられ

る。

なお、Pit-101Eの柱根 については目渡了しをもつが、Pit-lo4 E・ 104Wは これをもたない。

Pit-104E・ 104Wの柱 については、別建物か ら腐食部を切 り離 した転用材の可能性 を想定する

ことも可能であろう。また、Pit-lo4 Eと Pit-lo5 Eの棒材は、柱根基部底あるいは周囲にあっ

たもので、本建物跡の建築年代を直接的に示す試料と考えられる。

3.第 93次調査

(1)調査の経過と概要

第93次調査は、平成15年度に行った範囲 (内容)確認調査である。調査地は、唐古池と国道

24号線のほぼ中間に位置し、唐古・鍵遺跡の北西部 (西地区)に あたる。本調査は、平成13年

度の第84次調査において大型柱根を検出したことに端を発 し、柱列の方向を確認した平成14年

度の第89次調査を経て、弥生時代中期中業の大型建物跡の全容を検出するに至った。調査区は、

長軸 (南西―北東)30m、 短軸 (北西―南東)16mで、面積480だ である①調査は平成15年 5月 19

日に開始 し、平成 15年 12月 11日 に終了した。

本調査区において調査 した遺構検出面は 3面で、上から順に第 1遺構検出面 (中 。近世)、 第

2遺構検出面 (弥生時代中期後葉～古墳時代初頭)、 第 3遺構検出面 (弥生時代前期～弥生時代中期

中葉)と なっている。

今回の調査の目的は、弥生時代中期中葉の大型建物跡の検出にあり、第 2遺構検出面での遺

構調査後、予想される建物範囲 (第 2遺構検出面において柱腐食痕を検出したためこれより予想した)

のみ第 3遺構検出面まで掘 り下げた。その結果、弥生時代前期～中期初頭の土坑 4基・溝 1条、

弥生時代中期中葉の上坑 6基・区画溝 1条 。大型建物跡 1棟、弥生時代中期後葉～後期初頭の

上坑 6基・溝 2条、弥生時代後期後半～古墳時代初頭の上坑 9基等を検出した。

(2)大型建物跡について (第 3図 )

第93次調査で検出した大型建物跡は、南西―北東に軸をもち、梁間 2間 (約 6m)、 桁行 6間

(約 13.2m)の 平面が長方形で、床面積は約80だ を計る。両側柱列以外にも建物中軸線上に柱列

を持った総柱式である。なお、独立棟持柱は持たない。

柱穴は、東側柱列が10基、棟通 り柱列が 6基、西側柱列が 7基の計23基 である。このうち、

東側柱列では10基の柱穴を検出しているが、基本となる柱は西側柱列と対応 し掘方規模 も大き
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Ⅳ-2.資料の分析

1,Pit-104Eの検出状況 2.Pit-104Eの試料採取位置

3.Pit-104Wの検出状況 Pit-104Wの試料採取位置

5。 Pit-105Eの検出】犬況 6.Pit-101Eの検出状況

7.Pit-101Eの 試料採取位置 1 8.Pit-101Eの 試料採取位置 2

第 3図 第74次調査検出の大型建物柱根と試料採取
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い 7基であり、掘方規模の小さい 3基は後に添えられた問柱的なものと判断した。柱穴掘方の

形状は、両側柱穴が長軸 3m前後、短軸1.5m前 後の長楕円形、棟通 り柱穴が径1.8m前後の不整

円形、東側柱列の間柱穴は径 lm前後の不整円形である。なお、柱穴の表記方法は、柱列毎に

北側から1201で始め、番号の末尾に東側柱列は E、 棟通 り柱列は C、 西側柱列はWの アルファ

ベットを付けている。なお、東側柱列の間柱 3基については、北側から順にPit-1210E。 1211

E。 1212Eの番号を付けた。

柱穴内に柱根が残存 していたものは18基で、Pit-1203C・ 1204W。 1205W。 1206W・ 1207W

の 5基は抜き取られていた。また、柱根18本のうち現位置をとどめているものは16本で、Pit―

1204E・ 1201Wの 2本は倒されていた。最も太い柱根はPit-1201Wの直径0.83mで、最も細い

柱根はPit-1203Eの直径0.45mである。いずれも材はケヤキである。

(3)炭素14年代測定試料の採取 (第 4図 )

調査の経緯 豆谷は第93次調査が終了に近づいた平成15年 11月 28日 (土 )、 奈良国立文化財研究

所で開催されたAMS法による年代測定の地方研究会に出席の際、国立歴史民俗博物館の小林謙

一氏から、今回検出の大型建物跡について試料提供の要請があった。これを受けた田原本町教

育委員会は、大型建物跡について新たに20点 の試料を提供 した。

試料の採取 年代測定試料は、東側柱列 (P五 -1203E・ 1206E。 1207E)、 棟通 り柱列 (1202C)、

西側柱列 (1201W。 1203W)の 柱根 6本 とPit-1204Wの 棒材 1本、Pit-1201W柱根の底面に付着

した粗柔 1本および目渡孔に残存 した蔓 1本から採取 した計20点 である。試料採取は埋戻され

る柱根を豆谷・小栗が、取 り上げたPit-1201Wの 柱根については小林氏が行った。

ュ谷 。/Jヽ栗は12月 1日  (月 )に、 東側柱列 (Pit-1203E。 1206E。 1207E)、 イ東通 り柱アJ(Pit―

1202C)、 西側柱列 (Pit-1203W)の 柱根 5本 と、柱根が抜 き取られていたPit-1204Wは棒材 1

本について、各 1点ずつ計 6点の試料採取を行った。Pit-1203E。 1206E。 1207E。 1202C・

1203Wの柱根は、直立し抜き取 りの形跡が認められない。これらについて表 1の採取位置から、

それぞれ外縁部の試料を採取 した。また、Pit-1204Wは 柱根を抜 き取られていたが、柱根底に

敷かれていたと考えられる棒材を検出し、そのうちの 1本から試料を採取した。

取上げたPit-1201W柱根については、平成16年 7月 29日 (木)に 国立歴史民俗博物館の春成

秀爾氏 と小林氏が田原本町教育委員会文化財保存課を訪れ、底面からウイグルマッチングに必

要な年輪 10年 おきの試料 12点 を採取 した。また、この際、底面に付着 した粗柔 1点および目渡

孔に残存 した蔓 1点についても、あわせて試料を採取 した。

(4)考古学的な位置づけ

第93次大型建物跡の考古学的年代は、柱穴と他遺構 との切 り合い関係、柱穴および抜 き取 り

穴からの出土土器によって決定した。その柱穴は、第 3遺構面の弥生時代中期初頭 (大和第Ⅱ―

1様式)の焼土層を切る。一方、Pit-1206Wの抜き取 り穴上面に形成され炭を含んだ堆積土を
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7.Pit-1201Wの検出状況

第 4図

Ⅳ-2.資料の分析

8.Pit-1201Wの試料採取 (小林謙一氏)

第93次調査検出の大型建物柱根と試料採取

1.Pit-1203Eの 検出状況 Pit-1203Eの 試料採取位置

Pit-1202Cの検出状況 4.Pit-1202Cの試料採取位置

5。 Pit-1203Wの検出状況 6.Pit-1203Wの試料採取位置
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もつSK-1128か らは、大和第Ⅲ-4様式の上器が出土した。また、Pit-1201Wの 埋土上面に掘

り込まれたSX-2101は 、大和第Ⅳ-1様式の高杯と奏を組み合わせた埋納坑である。これら遺

構の切 り合いから大型建物跡には、大和第Ⅱ-1様式を上限とし、大和第Ⅲ-4様式を下限と

する年代が与えられる。

さらに、柱穴および抜き取 り穴からの出土土器については、文様に凹線文を含まず、器種に直

口壷や口縁端部を拡張しない広口壷などがあり、大和第Ⅲ様式前半の様相をもつ。しかし、断

面三角凸帯をもつ大鉢が、柱穴および抜 き取 り穴の双方から出土しており、新 しい様相も含ま

れている。これらのことから第93次大型建物跡については、建築から解体までを大和第Ⅲ様式

の 2か ら3の時間幅で捉えておくのが妥当であろう。

なお、Pit-1201W柱根は身舎側に倒されていた。その抜き取り穴は底面にまで及んでおらず、

底面に付着した粗柔は建築当初のものである。日渡孔に残存した蔓については、抜き取り穴が

その位置にまで及んでおり、立柱に伴うものか抜き取りに伴うものかは、意見は分かれるとこ

ろであろう。

4.お わ りに

今回、国立歴史民俗博物館が年代測定を行った第74次 と第93次調査の大型建物跡について、

考古学的な立場から若千の所見を述べてきた。大型建物跡は注目を集める特殊な遺構であり、

その絶対年代が判明すれば、弥生時代の研究に及ぼす影響力は大きいものがあろう。しかし、

柱材については転用されている可能性もあり、相対年代との摺り合わせは慎重に行うべきであ

る。また、得られた絶対年代から、遺構の解釈を行おうとするのであれば、それは本末転倒と

いうことになる。あくまでも、ここでは現場で知り得た情報を、客観的に記述するにとどめた。

第 1表 採取試料 (柱根)一覧

柱列 柱根 直径 採取位置 試料採取者

第74次
東側柱列

Pit-101E 0.6m 基部、日渡孔上部 第 4図 -6～ 8
春成 。光谷
豆谷・小栗

Pit-104E 0.6m 上端部 第 4図 -1・ 2

西側柱列 Pit-104W 0.6m 基都 第 4図 -3。 4

第93次

東側柱列

Pit-1203E 80cm 上端部の北東all 第 5図 -1。 2

豆谷・小栗

Pit-1206E 65c皿 上端部の北側

Pit-1207E 55c阻 上端部の北側

棟通り柱列 Pit-1202C 65c阻 上端部の北側 第 5図 -3・ 4

西側柱列
Pit-1203ヽヽr 45cm 基部の北西側 第 5図 -5。 6

Pit-1201W 85c阻 底面 第 5図 -7・ 8 春成 。小林
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唐古・鍵遺跡、清水風遺跡出土試料の望C年代測定

国立歴史民俗博物館

小林謙一・春成秀爾 。今村峯雄・坂本稔 。尾書大真 。新免歳靖

東京大学原子力研究総合センター・タンデム加速器研究部門

松崎浩之

名古屋大学年代測定総合研究センター

中村俊夫

田原本町教育委員会

藤 田三郎

1.は じめに

奈良県田原本町唐古・鍵遺跡、清水風遺跡出土土器付着物および出土木製品、種子の炭素14

年代測定を行った。NRTK31は清水風遺跡出土試料で、その他はすべて唐古・鍵遺跡出土試料

である。

測定対象試料は、田原本町教育委員会藤田三郎が用意し、国立歴史民俗博物館小林謙―・春

成秀爾 。今村峯雄が採取した。試料採取は数回に及び、第 1回 目の採取は、2001年度に春成秀

爾が、74次調査掘立柱建物の木柱の外側部分や伴出の枝材を現地において採取 (試料番号REK―

205-4～ 12)した。第 2回 目は2003年 6月 に、春成 。今村・小林が、整理事務所において土器付

着物・漆・炭化米43点から採取 (試料番号NRTKl～ 43)、 第 3回 目は2003年 11月 に小林が、整理

事務所において土器付着物41点から採取 (試料呑号NRTK44～84)し、2004年 12月 にも同一土器

試料から、量不足のものについて追加採取した。さらに、第 4回 目の試料採取として、93次調

査掘立柱建物から、田原本町教育委員会豆谷和之が、現地において各柱材の外側から採取し

(試料呑号NRTK85～ 90)、 2004年 2月 に、春成・小林が整理事務所において取りあげられたPitlo2W

から、伴出した粗柔・ッル材とともにウイグルマッチング用に年輪10年ごとに採取した (NRTK91)。

試料香号のNRTKは、奈良県 (NR)、 田原本町 (TK)を示す。ただし、第 1回 目の採取試料につ

いては、「高精度年代体系の構築」研究以前の試料番号である歴博の通しナンバー REK-205を

振っていたため、ここではその番号を用いる。

後述するように、一部の試料では炭素量が不足し、測定できなかった。また、2004年 12月 に

追加採取した約20点 は、現時点において未処理である。結果的に、現在、60試料について90測

定を得ている。ウイグルマッチング用の年輪試料や、一部の試料について複数機関での測定を

行ったため、試料数に対し測定数が多い。測定した試料の内訳は、土器付着物43点、木材13点、

米 2点、漆 2点である。93次掘立柱建物のNRTK85～ 91については、ウイグルマッチングを行っ

ているため、別稿で報告することにし、それ以外の測定結果について、試料・測定の状況と、

測定結果、現時点 (2005年 2月 )における暦年較正年代を報告する。
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2.測定試料

測定試料については、第 1表に示す。74次掘立柱建物の試料について補足する。REK205-4

～ 9は、各柱穴材である。ニレ科ケヤキと思われる樹幹材で、外側は削られているが樹皮近く

を残すと考えられる材である。残存する柱材の上端部で、外側を切り取っている。なお、REK205

-8と 9については、複数の試料を採取したので、それぞれa― cの枝呑を付してある。REK205

-4は 3.97cmの長さに14年輪が認められた破片で、外側10年分を対象とした。REK205-5は 3.12

cIIlの 長さに10年輪が認められた破片で、すべて姑象とした。REK205-6は 3.21cmの長さに15年

輪が認められた破片で、外側10年分を対象とした。REK205-7は 5。85cmの長さに22年輪が認め

られた破片で、外側10年分を対象とした。REK205-8aは 4,08cmの長さに22年輪が認められた破

片で、外側10年分を対象とした。REK205-8bは 4.96cmの長さに25年輪が認められた破片で、外

側10年分を対象とした。REK205-8cは 2.41cmの長さに12年輪が認められた破片で、外側10年分

を対象とした。REK205-9aは 2.07cmの長さに 7年輪が認められた破片で、すべて対象とした。

REK205-9bは 2.10cmの長さに■年輪が認められた破片で、外側10年分を対象とした。REK205-

9cは 2.50clllの 長さに 8年輪が認められた破片で、すべて対象とした。REK205-10～ 12は柱穴内

に遺存していた枝材である。REK205-10は 1.8cmの大さの 1年枝で、樹皮を除いて対象とした。

REK205-■は1,4cmの大さの 1年枝で、樹皮を除いて対象とした。REK205-12は 1.54cmの 長さに

3年輪が認められる枝材破片で、すべてを対象とした。なお、土器付着物のNRTK■ は、74次 ピッ

ト102Eよ り出土した土器である。

土器付着物試料のうち、RT・ re・ re2と枝番号がついている試料は、同一試料を別機関で測

定したものである。RTがついているのは、国立歴史民俗博物館にて精製した試料について、二

酸化炭素を分取し、ガラス管に封じた状態でベータアナリテイック社へ依頼したものである。

re・ re2と したのは、試料の前処理からやり直したものである。

土器付着物のうち、胴部外側の付着は、煤状の細かい付着が多く、胴内側の付着は、煮焦げ

状のものが多い、特に、NRTK12と 、NRTK32は 、壺胴部中位の内側に、米粒状の炭化物が、

厚く円盤状に付着していたものである。

3.炭化物 の処理

年代測定用試料については、以下の手順で試料処理を行った。 (1)の作業は、国立歴史民俗

博物館の年代測定資料実験室において小林 。新免、(2)。 (3)は 、坂本 。尾等が行った。

(1)前処理 :酸・アルカリ・酸による化学洗浄 (AAA処理)

AAA処理は、土器付着物については、アセトンで洗浄し、油分など汚染の可能性のある不純

物を溶解させ除去した (2～ 3回 )。 大AA処理として、80℃、各 1時間で、希塩酸溶液 (lN―

Hcl)で岩石などに含まれる災酸カルシウム等を除去 (2回 )し、さらにアルカリ溶液 (o.lNの
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Ⅳ-2.資 料の分析

NaOH)で フミン酸等を除去 した。 3回以上行い、ほとんど着色がなくなったことを確認した。

さらに酸処理 (lN― HCl,240分以上)を行い中和後、純水により洗浄した (4回 )。 土器付着物・

災化材 ともに測定試料については、すべて良好な状態であり、二酸化炭素化燃焼段階で500/O以

上の災素含有率 (第 2表の炭素含有率)を得ている。

試料は、AAA前処理を行った量 (処理量)、 処理後回収 した量 (回収量)、 二酸化炭素化燃焼

に供 した量 (燃焼)、 燃焼した二酸化炭素のえ素相当量 (ガス)の重量 (mg)を 第 2表に記す。処

理した量に対するAAA処理後に回収された試料の重量による重量比を回収/処理、二酸化炭素

に精製した際の炭素含有率を含有率、前者と後者を掛けて求められるところの処理した量に対

する戊素量の重量比を炭素量/処理として第 2表に付す。

(2)二酸化災素化と精製

酸化銅により試料を燃焼 (二酸化炭素化)、 真空ラインを用いて不純物を除去する。

AAA処理の済んだ乾燥試料を、500mgの 酸化銅とともに石英ガラス管に投 じ、真空に引いて

ガスバーナーで封 じ切った。このガラス管を電気炉で850℃ で 3時間加熱して試料を完全に燃焼

させた。得 られた二酸化炭素には水などの不純物が混在 しているので、ガラス製真空ラインを

用いてこれを分離 。精製した。

(3)グラフアイ ト化

鉄触媒のもとで水素還元し二酸化炭素をグラフアイ ト炭素に転換 し、アルミ製カソー ドに充

填する。

■5mgの グラフアイ トに相当する二酸化炭素を分取 し、水素ガスとともに石英ガラス管に封 じ

た。これを電気炉でおよそ600℃ で12時間加熱してグラフアイ トを得た。ガラス管にはあらかじ

め触媒となる鉄粉が投 じてあり、グラフアイ トはこの鉄粉の周囲に析出する。グラフアイ トは

鉄粉 とよく混合 した後、穴径 l mllの アルミニウム製カソー ドに600Nの圧力で充填した。

4.測定結果 と暦年較正

AMSに よる14c測定は、東京大学原子力研究総合センターのタンデム加速器施設 (MALT、 機

関番号MTC)、 名古屋大学年代測定総合研究センター (機関番号NUTA)で行った。炭素量の不足

が予想されたものと、「再」とした二酸化炭素の分取試料は、地球科学研究所を通してベータア

ナリテイック社 (機関番号Beta)へ 測定を委託した。

年代データの
盟C BPと いう表示は、西暦1950年 を基点にして計算した

望C年代 (モデル年代)で

あることを示す (望c BPと 表記)。
MCの半減期は5,568年を用いて計算することになっている。誤

差は測定における統計誤差 (1標準偏差、68%信頼限界)である。

AMSでは、グラフアイト炭素試料の14c′ 2c比を加速器により測定する。正確な年代を得るに
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は、試料の同位体効果を測定 し補正する必要がある。同時に加速器で測定 した
ECオ2c比 によ

り、
ユ
Cオ
2C比 に対する同位体効果を調べ補正する。

お
C/ワC比 は、標準体 (古生物bdemnite化石の炭

酸カルシウムのBC/セC比 )に対する千分率偏差 δおC(パーミル、%。 )で示され、この値を -25%。 に

規格化 して得られる
望
C/鬱C比 によって補正する。補正した14c/鬱c比から、ИC年代値 (モデル年代)

が得 られる。

ベータアナリテイック社の測定した試料は、・ C用 ガス試料を質量分析計により測定した正確

な C`/盟C比の値を示 してある。その他の試料については、残余の試料を (株)昭光通商に委託

して、安定同位体質量分析計でδ
おC値を測定したものについて、その値を示す。

測定値を較正曲線INTCAL98(炭 素14年代を暦年代に修正するためのデータベース、1998年版)

(Stlliver,Meta1 1998)と 比較することによって暦年代 (実年代)を推定できる。両者に統計誤差

があるため、統計数理的に扱う方がより正確に年代を表現できる。すなわち、測定値と較正曲

線データベースとの一致の度合いを確率で示すことにより、暦年代の推定値確率分布として表

す。暦年較正プログラムは、OxCal Programに準 じた方法で作成したプログラムを用いている。

統計誤差は 2標準偏差に相当する、95%信頼限界で計算した。年代は、較正された西暦 (cal BC)

で示す。 ( )内 は推定確率である。図は、各試料の暦年較正の確率分布である。なお、複数回

測定している試料に対 しては、グラフは 1例のみを示 した。

5。 年代的考察

測定結果は、第 3表に示す。以下に、測定結果について簡単に検討を加える。

まず、δ BC値についてみると、漆であるNRTK40が -28%。以上とやや軽い。漆については、

おおよそ-30%。程度の値を持つことが多い。他の土器付着物の多くは-25～ -26%。の値が多い

が、一部 にやや重い傾向を示す ものがある。NRTK10は -23.2%。、NRTK33は -21.9%。 、NRTK23

イよ-22.8%。 ・ -21.5%。 (2回沢!定)、 NRTK341ま -22.8%。 。-23.4%。 、 NRTK36イま-21.8%。 。-25,0%O、

NRTK79は -20.3%。 である。 この うち、NRTK10は 、MC年代 で2656± 29'CBPと 、明 らかに古 い

年代が測定 されてお り、海産物 のお焦げのために古い年代が測定 されている可能性、す なわち

海洋リザーバー効果の影響を疑う必要がある。他のδおC値が重いものは、特に年代が同時期の

測定試料と比べて古いと言うことはなく、C4植物の炭化物である可能性を検討する必要がある。

土器付着物の由来の検討は、炭素/窒素比や窒素同位体比などを検討していく必要がある。

次に、74次大型建物の測定について検討する。建物は弥生中期大和第Ⅱ-2様式に築造と比

定されており、伴出の土器付着物NRTKllは、望C年代で2300± 30 HCBP、 柱穴内の枝材REK205

-10～ 12は望C年代で2209～ 2239± 30 ИCBPであるのに対し、柱材は、ピット101EはИC年代で2248

～2255± 30 ИCBPで枝材とほぼ揃うが、ピット104Eの柱材は望C年代で2434～ 2361± 30望CBP、

ピット104Wの柱材はンC年代で2482～ 2418± 30 HCBPと やや古い。暦年較正年代では、前者は紀

元前 4～ 3世紀前半代と推定されるのに対し、104Eと 104Wの柱は、下っても前 5世紀までの
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可能性が高い。すなわち、ピット104E o Wの 材について樹皮からそれほど多くの年輪が削られ

ていないという観祭が正しければ、伐採から少なくとも数十年程度は経たのちに74次大型建物

に利用された可能性がある。

上記のNRTK10を 除く土器付着物・土器付着漆 。共伴の炭化米については、大和編年での相

対時期とよく整合している。2003年以降に、国立歴史民俗博物館を中心とする研究テームが測

定と検討を重ねている弥生時代の年代観 (春成他2004)と よく合致する結果である。詳細な実年

代の検討は、さらに測定を進めた上で改めて検討したいが、現時点における、測定結果から想

定される年代を記しておくと以下のようになる。

弥生前期については、奈良県唐古・鍵遺跡の大和第 I様式は、すべて「2400年 問題」の後半、

即ち紀元前 6世紀よりは新しい可能性が高く前380年 よりは古い。大和第Ⅱ様式の初め (Ⅱ -1

-b様式)は、2400年問題の較正曲線が平坦な時期を抜けて前380-350年 ころに相当する可能性

が高い。弥生中期は、大和第Ⅱ様式前半が前380年以降の前 4世紀前半、Ⅱ様式後半が前350年

ころを含む前 4世紀後半頃、Ⅲ様式前半 (大和第Ⅲ-1～ 2様式)は前300年頃を含む前 3世紀、

Ⅲ様式後半 (大和第Ⅲ-3～ 4様式)は前200年以降前50年 よりは確実に古く、おそらく前100年

頃以前の前 2世紀を中心とする年代、Ⅳ様式前半 (大和第Ⅳ-1様式)は前100年 を含む可能性

があり前50年 よりは古い前 1世紀前半、Ⅳ様式後半 (大和第Ⅳ-2様式)は前40年頃を中心とす

る前 1世紀を含む時期、と推定できる。

6.お わ りに

この研究は、日本学術振興会科学研究費 平成13-15年 度基盤研究 (A。 1)(一般)「縄文時

代・弥生時代の高精度年代体系の構築」 (課題番号13308009)(研究代表 今村峯雄)、 平成16年度文

部科学省・科学研究費補助金 学術創成研究「弥生農耕の起源と東アジアーえ素年代測定によ

る高精度編年体系の構築―」 (研究代表 西本豊弘)の成果である。

文 献

今村峯雄2004『縄文弥生時代の高精度年代体系の構築』課題番号13308009基 盤研究 (A・ 1)(一般)(代

表今村峯雄)

春成秀爾 。今村峯雄・藤尾慎一郎・坂本稔・小林謙-2004「弥生時代の実年代」F日 本考古学協会第70回

総会研究発表要旨』

Stuiver,A/1.et.al.1998 1NTCAL98 RadiocarbOn age calibration,24,000-O cal BP.Radiocarbon 40(3),1041-

1083.
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第 1表 唐古・鍵遺跡測定試料 (93次ピットを除く)

測定機関番号 試料No 種類 出土区 部位 時代 大和編年

MTC-03608 NRTK l     re 土器付着 66次SR201第 9層 口縁外 弥生前期 I-1 …a

Beta-182490 NRTK l 土器付着 口縁外 弥生前期 I-1… a

NUTA2-7450 NRTK 3 土器付着 66次SR201 第 7層 口縁外・胴外 弥生前期 I-1-a

NUTA2-7471 NRTK 44 土器付着 82次SK219 第 2層 口縁外 弥生前期 I-1-b

MTC-03614 NRTK 42    re 種実 (米 ) 20次SK215 2層 焼米 弥生前期 I-2-a

Beta-182501 NRTK 42 種実 (米 ) 焼米 弥生前期 I-2-a

NUTA2-7472 NRTK 47 土器付着 20次.SK215 胴内上 弥生前期 I-2-a

NUTA2-7473 NRTK 48 土器付着 16次SX102 黒粘Ⅲ層 口縁外 弥生前期 I-2-b

NUTA2-7475 NRTK 49 土器付着 84次SK202 灰粘層 胴内 弥生前期 I-2-b

MTC-03507 NRTK 5 土器付着 202次 SK215第 2層下 日縁外 弥生前期 I-2

NUTA2-7469 NRTK 41 漆 79次SD103 第 5-b層 底部内 弥生前期 I

NUTA2-7451 NRTK 9 土器付着 33次SK208 第 6層 口縁外 弥生中期 I-1-b

MTC-03508 NRTK 6     re 土器付着 26次 SK3203 第 3層 胴外 弥生中期 I-1-b

Beta-182491 NRTK 6 土器付着 胴外 弥生中期 I-1-b

MTC-03509 NRTK 8 土器付着 33次 SK208 第 5層 口縁外 弥生中期 I-1-b

NUTA2-7476 NRTK 51 土器付着 33次SK208. 口縁外 弥生中期 I-1-b

NUTA2-7477 NRTK 56 土器付着 41次SD201.第 9-10層 . 胴内 弥生中期 I-2

MTC-03510 NRTK ll 土器付着
大型建物
74次 ピッ ト 102E  第 5層 口縁外 弥生中期 I-2

NUTA2-7452 NRTK 10 土器付着 23次SK123 胴内 弥生中期 I-2

NUTA2-7453 NRTK 13 土器付着 13次 SD06 胴内 弥生中期 Ⅲ-1

MTC-03609 NRTK 12    re 土器付着 20次SX101 6層 胴内 弥生中期 Ⅲ-1

Beta-182492 NRTK 12 土器付着 胴内 弥生中期 Ⅲ-1

NUTA2-7478 NRTK 60 土器付着 37次SK2116 胴外 弥生中期 Ⅲ-1

NUTA2-7454 NRTK 14 土器付着 20次SX101 第 4層 胴外 弥生中期 Ⅲ…2

NUTA2-7455 NRTK 18 土器付着 33次SK124 第 3層 】同タト 弥生中期 Ⅲ-3

NUTA2-7456 NRTK 19 土器付着 33次SK124 第 3層 脚内 弥生中期 Ⅲ-3

NUTA2-7458 NRTK 21 土器付着 37次SK2130 第 8層 胴外 弥生中期 Ⅲ-3

NUTA2-7459 NRTK 22 土器付着 37次SK2130 第11層 胴外 弥生中期 Ⅲ-3

NUTA2-7467 NRTK 33 土器付着 37次SK2130 第 8層 胴外 弥生中期 Ⅲ-3

NUTA2-7470 NRTK 43 種実 (米 ) 22次SK102 第 2層 焼米 弥生中期 Ⅲ-3

NUTA2-7479 NRTK 64 土器付着 20次SK107 第 5層 胴外下 弥生中期 Ⅲ-3

NUTA2-7480 NRTK 65 土器付着 44次SD103 第 3層 胴外中 弥生中期 Ⅲ-4

MTC-03610 NRTK 23    re 土器付着 22次SK105第 5層 胴外 弥生中期 Ⅲ-4

Beta-182493 NRTK 23 土器付着 胴外 弥生中期 Ⅲ-4

NUTA2-7460 NRTK 25 土器付着 33次SK120 第 1層 胴外 弥生中期 V-1

NUTA2-7461 NRTK 27 土器付着 33次SK120 第 1層 胴外 弥生中期 V-1
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Ⅳ-2.資料の分析

NUTA2-7462 NRTK 28 土器付着 33次SK120 第 2層 胴外 弥生中期 V-1

MTC-03512 NRTK 24 土器付着 33次SK120第 2層上 胴外 弥生中期 V-1

Beta… 191839 NRTK 66 土器付着 52次 .SX101 第 2層 口縁外 弥生中期 V-1

NUTA2-7481 NRTK 73 土器付着 13次SD02 植物層 口縁外 弥生中期 V-2

MTC-035引 NRTK 29    re 土器付着 13次 SD02 植物層 胴外 弥生中期 V-2

Beta-182494 NRTK 29 土器付着 胴外 弥生中期 V-2

NUTA2-7463 NRTK 30 土器付着 19次 SD204 第 5層 口縁内 弥生中期 V-2

NUTA2-7464 NRTK 31 土器付着 清水風 2次 .SR-102 胴外 弥生中期 V-2

NUTA2… 7465 NRTK 32    re2 土器付着 47次SD2101 第 8層 胴内 弥生後期 V-1

MTC-03611 NRTK 32    re 土器付着 47次SD2101 第 3層 胴内 弥生後期 V-1

Beta-182495 NRTK 32 土器付着 胴内 弥生後期 V-1

Beta-182500 NRTK 40 漆 69次SDl109 第 6層 胴内 弥生後期 V-2～Ⅵ-1

MTC-03612 NRTK 34    re 土器付着 69次SDl109 第 6層 口縁外・胴外 弥生後期 Ⅵ-2

Beta-182496 NRTK 34 土器付着 口縁外・胴外 弥生後期 Ⅵ-2

Beta-182497 NRTK 35 土器付着 14次 SK101下層 胴内 弥生後期 Ⅵ-3

NUTA2-7468 NRTK 37 土器付着 38次SK101 第 4・ 5層 胴外 古墳前期 布留 1

NUTA2-7482 NRTK 79 土器付着 23次SK124 第 2層上 胴外 古墳前期 布留 1

NUTA2-7484 NRTK 82 土器付着 26次SK2106 第 3層 胴外 古墳前期 布留 1

MTC-03513 NRTK 36    re 土器付着 88次 SK2106 第 5層 胴外 古墳前期 布留 1

Beta-182498 NRTK 36 土器付着 胴外 古墳前期 布留 1

MTC-03613 NRTK 38    re 土器付着 38次SK101 第 4層 胴外 古墳前期 布留 1

Beta-182499 NRTK 38 土器付着 胴外 古墳前期 布留 1

NUTA2-5389 REK0205-4 木材 大型建物 74次 ビット101E 弥生中期 I-2

NUTA2-5390 REK0205-5 木材 大型建物 74次 ビット101E 弥生中期 I-2

NUTA2-5391 REK0205-6 木材 大型建物 74次 ピット104E 弥生中期 I-2

NUTA2-5392 REK0205-7 木材 大型建物 74次 ピット104E 弥生中期 I-2

NUTA2-5393 REK0205-8a 木材 大型建物 74次 ピット104W 弥生中期 I-2

NUTA2-5398 REK0205-8b 木材 大型建物 74次 ピット104W 弥生中期 I-2

NUTA2-5399 REK0205-8c 木材 大型建物 74次 ピット104W 弥生中期 I-2

NUTA2-5400 REK0205-9a 木材 大型建物 74次 ピット104W 弥生中期 Ⅱ-2

NUTA2-5401 REK0205-9b 木材 大型建物 74次 ピット104W 弥生中期 エー2

NUTA2-5405 REK0205-9c 木材 大型建物 74次 ピット104W 弥生中期 I-2

NUTA2-5406 REK0205-10 枝 大型建物 74次 ピット102E 弥生中期 I-2

NUTA2-5407 REK0205-11 枝 大型遣物 74次 ピット104E 弥生中期 Ⅱ-2

NUTA2-5408 REK0205-12 小枝 大型逮物 74次 ピット105E 弥生中期 I-2

―-129-―



第 2表 試料の重量と炭素量

No 分類
採取量
mg

処理量

mg
回収量

mg
回収/
処理(%)

前処理後 処理日
燃焼
mg

C02
mg

含有率

(%)
炭素量/
処理(%)

NRTKl 土器付着 79.0 42.0 22.45 53.5 良 2003.6.17 2.90 64.9

NRTK 3 土器付着 31.7 良 2003.8.13 3.79 61.5 19.5

NRTK 5 土器付着 58.0 2.55 わずかにミネラル 2003.6.17 1.77 1.21

NRTK 6 土器付着 27.0 27.0 3.74 良 2003.6.17 2.92

NRTK 8 土器付着 92.0 51.3 6.44 12.6 ミネラル少 2003.7.3 53.4

NRTK 9 土器付着 55.4 25.37 良 2004.2.23 3.03 64.6

NRTK10 土器付着 102.2 団子状 2003.7.3 4.18

NRTKll 土器付着 74.5 51.0 良 2003.6.17 2.47 1.42 57.5

NRTK12 土器付着 107.0 47.0 33.16 70.6 良 2003.6.17 2.56 57.7 40.7

NRTK13 土器付着 41.3 13.83 45.5 良 2003.7.3 2.80 32.1

NRTK14 土器付着 30.9 30.9 6.60 21.4 良 2003.8.13 65。 2 13.9

NRTK18 土器付着 27.3 27.3 5.51 20.2 良 2004.2.23 2.66 57.7

NRTK19 土器付着 70.3 22.01 31.3 良 2004.2.23 2.95 61.5

NRTK21 土器付着 63.2 63.2 10.91 17.3 良 2004.2.23

NRTK22 土器付着 77.6 77.6 良 2004.2.23 2.96 12.3

NRTK23 土器付着 71.0 14.04 19.8 良 2003.6.17 2.95 12.7

NRTK24 土器付着 105.0 81.0 10.72 13.2 ミネラル微量 2003.6.17 1.42

NRTK25 土器付着 52.1 良 2004.2.23 3.25

NRTK27 土器付着 38.3 良 2004.2.23 3.16 67.2 21.6

NRTK28 土器付着 19.74 36.3 良 2003.7.3 64.8 23.5

NRTK29 土器付着 17.61 良 2003.6.17 65.8

NRTK30 土器付着 13.8 5.74 41.7 良 2004.2.23 2.53 63.2 26.3

NRTK31 土器付着 51.5 良 2004.2.23 2.83 60.7 31.3

NRTK32 土器付着 41.5 28.0 22.77 81.3 良 2003.6.17 4.32 3.22 74.5

NRTK33 土器付着 20,7 46.7 良 2003.7.3 1.82 69.2 32.3

NRTK34 土器付着 101.0 根 ?が混入 2003.6.17 2.52 67.0

NRTK35 土器付着 49.5 35.5 2.18 良 2003.6.17 1.77 54.8

NRTK36 土器付着 72.2 良 2003.7.3 2.00

NRTK37 土器付着 126.3 91.4 53.53 良 2003.7.3 63.8

NRTK38 土器付着 27.02 61.4 良 2003.6.17 42.0

NRTK40 漆膜 1.45 48.3 良 2003.6.25 55.1 26.6

NRTK41 生漆 201.5 20.71 85.9 良 2003.6.25 3.85 78.7 67.6

NRTK42 米 16.2 16.2 11.49 良 2003.6.25

NRTK43 米 良 2003.6.25 4.02 2.62 65.2

NRTK44 土器付着 152.2 43.65 良 2004.3.1 2.92

NRTK47 土器付着 9.70 39.6 良 2004.3.1 4.56 2.86 62.7

NRTK48 土器付着 297.3 8.90 11.5 良 2004.3.1 4.70 65.5

NRTK49 土器付着 10.47 33.7 良 2004.3.1 4.56

NRTK51 土器付着 22.0 7.55 良 2004.3.1 4.56 66.7 22.9

NRTK56 土器付着 392.7 6.16 良 2004.3.1

NRTK60 土器付着 241.8 62.4 10.14 良 2004.3.1 4.64 2.92 62.9

NRTK64 土器付着 61.9 61.9 15.0 良 2004.3.1 4.56 2.94 64.5

NRTK65 土器付着 22.91 42.9 良 2004.3.1

NRTK66 土器付着 63.2 良 2004.4.5 0.76 47.3

NRTK73 土器付着 215.6 62.2 24.72 39.7 良 2004.3.1 25.5

NRTK79 土器付着 146.3 47.3 12.56 良 2004.3.8 4.43 3.19

L
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外面付着状態

NRTK5 外面付着状態

NRTK12 内面付着物 (炭化米 ?)

第 1図
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NRTK13 外面
付着状態

NRTKl 外面付着状態 NRTK5 外面付着状態

NRTK6 外面付着状態

一歯
韓

NRTK8 外面付着状態

NRTK9 外面付着状態

NRTK9 外面付着状態

NRTK10 内面付着状態

NRTK10 内面付着状態

NRTKll 外面付着状態 NRTK12 内面付着状態

NRTKll 外面付着状態 NRTK13 内面付着状態



NRTK14 外面付着状態 NRTK23外面付着状態

NRTK21 外面付着状態 NRTK23外面付着状態

NRTK21 外面付着状態

NRTK22外面付着状態

NRTK14 外面付着状態

NRTK18 外面付着状態 NRTK19 転用蓋 NRTK24外面付着状態

NRTK18 外面付着状態 NRTK19 内面付着状態 NRTK24外面付着状態

NRTK25外面付着状態 NRTK27外面付着状態 NRTK28外面付着状態

NRTK25外面付着状態 NRTK27内面付着状態 NRTK28内面付着状態



NRTK29外面付着状態 NRTK30蓋

NRTK30内面付着状態

NRTK31外面付着状態

NRTK29外面付着状態 NRTK31外面付着状態

NRTK34内面付着状態NRTK33外面付着状態

NRTK33内面付着状態 内面付着物 (炭化米 ?) NRTK34外面付着状態

NRTK35外面付着状態 NRTK36外面付着状態 NRTK38外面付着状態

NRTK35外面付着状態
第 3図
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NRTK40漆外面付着状態 NRTK40漆内面付着状態 NRTK41漆内面付着状態

NRTKl炭化物AAA処理後 15倍 NRTK3炭化物AAA処理後 15倍 NRTK5炭化物AAA処理後 15倍

NRTK6炭化物AAA処理後 15倍 NRTK8炭化物AAA処理後 15倍 NRTK9炭化物AAA処理後 15倍

NRTK10炭化物AAA処理後 15倍 NRTKll炭化物AAA処理後 15倍 NRTK12炭化物AAA処理後 15倍

NRTK13炭化物AAA処理後 15倍 NRTK18炭化物AAA処理後 15倍 NRTK19炭化物AAA処理後 15倍

NRTK21炭化物AAA処理後 15倍 NRTK22炭化t///JAAA処理後 15倍

第 4図
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NRTK23炭化物AAA処理後 15倍



NRTK24炭化物AAA処理後 15倍 NRTK25炭化物AAA処理後 15倍 NRTK27炭化物AAA処理後 15倍

NRTK28炭化物AAA処理後 15倍 NRTK29炭化物AAA処理後 15倍 NRTK30炭化物AAA処理後 15倍

NRTK31炭化物AAA処理後 15倍 NRTK32炭化物AAA処理後 15倍 NRTK33炭化物AAA処理後 15倍

NRTK42米AAA処理後 15倍

第 5図
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NRTK34炭化物AAA処理後 15倍 NRTK35炭化物AAA処理後 15倍 NRTK36炭化物AAA処理後 15倍

NRTK37炭化物AAA処理後 15倍 NRTK38炭化物AAA処理後 15倍 NRTK40漆AAA処理後 15倍

NRTK43米 AAA処 理後 15倍NRTK41漆AAA処理後 15倍



NRTK48炭化物AAA処理前 15倍 NRTK49炭化物AAA処理前 15倍 NRTK51炭化物AAA処理前 15倍

NRTK60炭化物AAA処理前 15倍 NRTK64炭化物AAA処理前 15倍 NRTK65戊化物AAA処理前 15倍

NRTK66炭化物AAA処理後 15倍 NRTK73炭化物AAA処理前 15倍 NRTK79炭化物AAA処理後 15倍

NRTK82炭化物AAA処理後 15倍 NRTK4炭化物AAA処理前 15倍 NRTK4炭化物AAA処理後 15倍

■'

0 73171 mmi

NRTK16炭化物AAA処理後 15倍NRTK20炭化物AAA処理前 15倍

NRTK39炭化物AAA処理前 15倍 NRTK39炭化物AAA処理後 15倍

第 6図
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NRTK68炭化物AAA処理前 15倍



Ⅳ-2.資料の分析

奈良県唐古・鍵遺跡出土大型建物柱根の炭素14年代測定

国立歴史民俗博物館

坂本稔・小林謙―・新免歳靖・春成秀爾

名古屋大学年代測定総合研究センター

中村俊夫

田原本町教育委員会

豆谷和之

1.は じめ に

奈良県唐古・鍵遺跡第93及調査において発掘された、大型建物跡に伴う複数の柱根の炭素14

年代測定を行った。柱根 6点については最外縁付近の試料を採取して測定に供した。柱根 1点

からは年輪層ごとに複数の試料を採取し、ウイグルマッチングによる高精度の年代推定を試み

た。また後者に付着して検出された粗柔、植物繊維についても測定を行い、柱根の測定結果と

比較した。

2.試料 と処理、測定

測定試料の一覧を第 1表に示す。出土区については関連する別稿を参照されたい。NRTK―

85か らNRTK-90(NRTK-86のみ再処理を意味する “-2"を付する)は、各ピットから出土した

柱根の最外縁に相当する箇所から試料を採取した。NRTK― C91aは 、大型建物跡の北端に位置

するPit-1201Wか ら出土したケヤキ材の柱根からの採取である。年輪の確認できる柱根底部か

ら、伐採年を示す表皮直下の層から順に10年おきに、計12試料 (1lo年分)の年輪を 1層ずつ採

取した。各符号 (-1、 -11、 一、-101、 -110)は採取試料の年輪層を意味する。この柱根に付

着した粗柔 (NRTK― C91b)、 ならびに柱根に貫通した穴の内面から検出された植物繊維 (ッル、

NRTK― C91c)も 同時に採取した。NRTK一 C91cは 2度の再測定を行ったため、それぞれに一RT、

一reの符号を付けて区別する。その詳細については後述する。なお試料の採取は、NRTK-85

からNRTK-90を 現地にて豆谷が行い、NRTK一 C91a、 一C91b、 C91cを 整理事務所にて春成、

小林が行った。

国立歴史民俗博物館の年代測定試料実験室において、小林および新免が試料の洗浄処理を行っ

た。酸・アルカリ・酸処理 (AAA処理)は、出土試料が埋没中に受けた汚染物質を除去する一

般的な方法である。すなわち、試料を希塩酸中に投じて加温し、土中の炭酸塩に由来する汚染

物質を溶解除去する。次いで試料を水酸化ナトリウム溶液中に投じて加温し、土中のフミン酸
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などの有機酸に由来する汚染物質を溶解除去する。その際に溶液が褐色に着色するので、その

色が十分に薄 くなるまで溶波を交換 しながら加温を繰 り返す。再び希塩酸に投 じて加温し、試

料中に残存する水酸化ナ トリウムの中和、および処理中に吸収された大気中の二酸化炭素を除

去する。最後に超純水を用いて試料を加温洗浄し、試料中に残存する塩酸を除去する。以上の

操作には、国立歴史民俗博物館の自動AAA処理装置 (1)が用いられた。温度を80℃ に保ち、 1

規定濃度 (lN)の希塩酸で 1時間加温を 2回、lNの水酸化ナ トリウム溶液で 1時間加温を 5回、

lNの希塩酸で 6時 間加温を 2回、超純水での加温を 5回繰 り返 した。AAA処理により、試料

の重量は処理前に比べそれぞれ数パーセントから数割に減少 した。

NRTK― C91c― reは再測定のため、同一個体であるNRTK― C91cと は別途にAAA処理を施し、

乾燥させた試料を (株)地球科学研究所を通じて米・ベータアナリテイック社に送付 し、加速

器質量分析計による炭素14年代測定を依頼 した。

引き続き国立歴史民俗博物館の年代測定試料実験室において、坂本が処理済試料から測定試

料となるグラファイトの調製を行った。 5 mg前後の処理済試料を500mgの 酸化銅と共に石英ガラ

ス管に封 じ、850℃ の電気炉で 3時間加熱して完全に燃焼させた。次いでガラス製真空ラインを

用い、燃焼によって得られた二酸化炭素を精製した。炭素量が1.5mgに なるように分取した二酸

化炭素を水素ガスと混合し、鉄触媒のもと600℃ の電気炉で 9時間加熱してグラフアイトを得

た。グラフアイトはアルミ製の専用ホルダに、およそ2.4kNの加重で充填された。

NRTK― C91a-110は グラフアイ ト化に失敗 したため、またNRTK― C91c― RTは再測定のた

め、分取 してパイレックスガラス管に封入 しておいた精製済み二酸化炭素を (株)地球科学研

究所を通じて米・ベータアナリテイック社に送付 し、加速器質量分析計による炭素14年代測定

を依頼 した。

グラフアイ トを用いたえ素14の測定は、名古屋大学年代測定総合研究センターのタンデ トロ

ン 2号機にて中村が行った。測定は、NRTK-85か らNRTK-90は 本報告書の別項にある土器

付着炭化物とともに2004年 6月 に行われ、NRTK― C91aの 一連の試料、NRTK一 C91b、 NRTK―

C91cは 2004年 11月 に行われた。なお標準試料 (NISTシ ュウ酸)お よびブランク試料 (和光純薬

λ素)は、国立歴史民俗博物館にて試料 と同様に燃焼、精製、グラフアイ ト化、充填を行い、

試料 と同時に測定された。

3.結果 と考察

測定結果を、試料一覧 (第 1表)にあわせて示す。各測定結果には、名古屋大学 (NUTA2-)

およびベータアナリテイック社 (Beta― )に よる機関呑号がふられている。炭素14年代は、測

定結果として得られる試料中の災素14の存在比をもとに、その放射壊変の半減期を5,568年 とし

て計算した経過年数を、西暦1950年から遡ったモデル年代である。またδ
おCは、炭素の安定同

位体である
Ecと レcの存在比に相当し、ベータアナリテイック社に依頼した試料について (株 )
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Ⅳ-2.資料の分析

地球科学研究所が別途計測した。NRTK― C91a-1101よ 試料量が十分ではなく、δ ttCの報告を

受けていない。

測定結果に相当する炭素14年代は、較正曲線INTCAL98(2)に 基づいて暦上の年代 (較正年代)

に変換した。計算は確率密度分布法により、試料の炭素14年代と較正曲線上の各データとの重

なり具合を確率で表現した。較正年代のとりうる範囲は、密度が2σ (-95%)イこなるように絞

り込まれている。

(1)単一試料による木材の較正年代

第 1図に、NRTK-85か らNRTK-90の 6点の較正年代の計算結果を示す。グラフ縦軸には炭

素14年代 (HC BP)が誤差とともに示され、較正年代 (cal BC)の確率密度分布がグラフ横軸に

示されている。図の下には較正年代の範囲をその確率 (prob.)と ともに示した。medianは確率

密度分布の中央値を意味し、mOdeはその最も高い値 (最頻値)を意味する。確率密度分布は較

正曲線の凹凸 (ゥ ィグル)を 反映するため、その形は左右対称ではなく複雑なものになる。

各試料は柱根の最外縁に相当する箇所から採取した試料であり、それが表皮直下、あるいは

辺材に相当する場合、較正年代は柱材の伐採年代に近似される。いずれの試料も紀元前 4世紀

から紀元前 2世紀の前後に分布しており、大型建物の柱材がほぼ同時期に伐採されたという仮

定と矛盾しない。ただし較正年代のとりうる範囲は100年以上にも及び、また多くの試料が300

cal BC前後と200 cal BC前 後の範囲に分断されており、伐採年を精密に推定するには至らない。

(2)ウ イグルマッチングによる年輪試料の較正年代

樹木の年輪試料に代表される、既知の年数間隔をもつ試料の炭素14年代を較正曲線の凹凸と

照合することで、誤差範囲をより絞り込んだ較正年代を導くことができる。NRTK― C91aの 一

連の試料を用い、各年輪層の確率密度分布をその年数間隔だけずらしながら掛け合わせ、最外

縁について新たな確率密度分布を導出した (第 2図 :表記上、確率密度分布グラフの高さが等しく

なるよう調節してある)。 ただし、第110層 (NRTK― C91a-110)は 年数間隔が 9年であることと、

他機関による測定であることから、計算からは除外した。その結果、最外縁の形成年代は285

cal BC-265 cal BC(38.5%)、 180 cal BC-155 cal BC(45.7%)と 推定された。

ウィグルマッチングの結果から示された 2つの可能性について、確率密度分布のピークはそ

れぞれ275 cal BCお よび170 cal BCに ある。NRTK― C91a-1を これらのピークに合わせた際の、

一連の測定結果と較正曲線との照合を第 3図 に示す。図中に黒丸で示した第110層 は計算から除

外されているが、その位置は最外縁を275 cal BCに 合わせた方が較正曲線に沿っているように見

える。

(3)柱根に付着した試料の較正年代

NRTK― C91aに付着していた粗柔 (NRTK― C91b)、 植物繊維 (NRTK― C91c)の較正年代の計
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算結果を第 4図 に示す。同一試料を再測定であるNRTK― C91c― RTがほかの 2測定に比べやや

古い炭素14年代を示 しているが、較正の結果では重なっている年代も見られる。

両者をウィグルマッチングによる柱根 (NRTK一 C91a)の較正年代と比較すると、いずれも柱

根最外縁の形成年代 と比べても矛盾はしないが、 2つの可能性のいずれかを積極的に採用でき

るには至らない。

4.おわりに

本試料が該当する年代は、INTCAL98が2400年前の平坦な時期の直後、一旦落ち込んで揺り

戻すような期間に相当するため、単一試料では較正年代を精度よく求めることが難しい。ウイ

グルマッチングを適用することで、較正年代の誤差範囲を絞り込むことができた。

ただし、統計上の較正年代は275 BC頃 と170 BC頃 の 2つ の可能性があり、いずれかに決める

ことは難しい。より内側の年輪層の測定を行うことで、そのパターンが較正曲線のどの位置に

相当するかがより明らかになると思われる。

本測定は文部科学省科学研究費補助金 (学術創成研究 :16GS0018)に よる研究の一環である。
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Ⅳ-2.資料の分析

第 1表 試料一覧と炭素14年代測定結果

試料番号 符号 出土区 年輪層   機関番号 炭素 14年代 (14c BP)  δ
13c(%。

)

NRTK-85 Pit-1203E NUTA2-7485 2122± 28

NRTK-86-2 Pit-1206E NUTA2-7486 2175± 28

NRTK-87 Pit-1207E 木材 NUTA2-7487 2207± 29

NRTK-88 Pit-1202C NUTA2-7488 2225± 29

NRTK-89 Pit-1203W NUTA2-7489 2338± 29

NRTK-90 Pit-1204W 木材 NUTA2-7490 2194± 29

NRTK一 C91a Pit-1201ヽ V

-1

-11

-21

-31

-41

-51

-61

-71

-81

-91

-101

-110

年輪第 1層  NUTA2-8067

年輪第11層  NUTA2-8068

年輪第21層  NUTA2-8069

年輪第31層  NUTA2-8070

年輪第41層  NUTA2-8071

年輪第51層  NUTA2-8073

年輪第61層  NUTA2-8074

年輪第71層  NUTA2-8075

年輪第81層  NUTA2-8076

年輪第91層  NUTA2-8077

年輪第101層  NUTA2-8078

年輪第110層  Bcta-200456

2181± 30

2203± 30

2153± 30

2178± 29

2203± 30

2178± 29

2164± 29

2193± 29

2231± 30

2201± 29

2216± 30

2280± 40

NRTK一 C91b Pit-1201W 粗柔 NUTA2-8079 2149± 30

NRTK― C91c Pit-1201W 植物繊維  NUTA2-8080 2057± 29

―RT Beta-200444 2200± 40 -30,8

一re Beta-20126ユ 2120± 40 -30,3
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第 1図 木材試料の較正年代一覧 (NRTK-85～NRTK-90)
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試料名 種類 機関番号 炭素 14年代 較正年代の確率密度分布

NRTK―C91a

NRTK―C91a-1

NRTK―C91a ll

NRTK―C91a21

NRTK―C91a31

NRTK―C91a41

NRTK― C91a-51

NRTK―C91a61

NRTK―C91a71

NRTK― C91a-81

NRTK― C91a-91

NRTK― C91a-101

NRTK― C91a-110

年輪

年輪

年輪

年輪

年輪

年輪

年輪

年輪

年輪

年輪

年輪

年輪

年輪

(14c BP)

wigBle一Inatching

第 1層     NUTA2-8067    2181± 30

第 11層    NUTA2-8068    2203±30

第 21層    NUTA2-8069    2153■30

第31,雷    NUTA2-8070    2178■29

第41層    NUTA2-8071    2203±30

第51層    NUTA2 8073   2178± 29

第61層    NUTA2 8074   2164± 29

第71層    NUTA2 8075   2193■ 29

第81層    NUTA2-3076    2231■30

第91層    NUTA2-8077    2201■29

第 101層   NUTA2-8078    2216■ 30

第 110層    Beta-200456     2280■ 40

600 BC   400 BC   200 BC   BC/AD   AD 200

較正年代 (cal)

第 2図  ウイグルマッチングによる年輪試料の較正年代 (NRTK― C91a)
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第 3図 NRTK― C91aと 較正曲線 (INTCAL98)と の比較
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第 4図 柱根に付着した試料の較二年代 (NRTK― C91b,NRTK― C90c)
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3.資料の保存・修理報告

重要文化財 羽子田遺跡出土牛形埴輪の保存修理 (江野朋子・川本耕三・塚本敏夫)・……・・149





重要文化財 羽子田遺跡出土牛形埴輪の保存修理

(財)元興寺文化財研究所

江野 朋子・川本耕三・塚本敏夫

1.は じめ に

動物埴輪は、古墳時代の人と動物との関わりを知る上で重要な考古資料である。特に牛形埴

輪は日本国内での出土例がほとんどなく、中でもこの羽子田遺跡出上の牛形埴輪は、ほぼ全形

を知ることの出来る唯―の例であり、貴重な動物埴輪と言える。

この牛形埴輪は、明治30年 に奈良県田原本町の羽子田古墳群 1号墳から出上し、その後、奈

良目立博物館で保管されていた。昭和33年 に国の重要文化財に指定されている。今回、田原本

町での博物館開設に伴い、展示品として一般公開する目的で、平成15年度に元興寺文化財研究

所で保存修理を行なう事となった。ここでは、その保存修理の内容を紹介する。

尚、本報告は修理報告を元興寺文化財研究所の江野朋子が、顔料の材質分析を川本耕三が、

三及元デジタル計測を塚本敏夫がそれぞれ行なった。

2.修理方針 の決定

牛形埴輪は欠損した脚部を木材で復元し、復元した木製の脚部で胴部全体を支え、さらに木

製の支持台に固定されていた。しかしながら、今回の保存修理に至るまでの永い間に、表面に

は汚れが目立つようになり、脚部の端部は、永年木製の復元部と接触していたことによって亀

裂や破損が起こり、新たな保存修理の必要性が生じていた。

修理に先立って修理方針を文化庁、奈良県、田原本町教育委員会と協議し下記のように決定した。

・ 解体修理を基本とする。木製の復元部及

び支持台は取 り外 し、欠損部は新たにエポ

キシ樹脂で復元する。また、支持台は改め

て作製し、資料全体の強化を図る。

・ 出来る限リクリーニングを実施する。

・ 表面の付着物の分析を実施する。

・ 修理後の記録として、実測図の作製と併

せて、三次元デジタル計測を実施する。形

状情報をデジタルデータとして保存する。
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第 1図 保存修理前



3.保存修理前 の状況

牛形埴輪は左前脚と、右前脚・右後脚の下半分を久損していた。頭部には角と耳を表現した

と思われる痕跡が見られたが破片は残っておらず、これらも欠損していた。しかし、全体とし

ての遺存状態は極めて良好で、頭部から胴部にかけてと、左後脚はほぼ完全な形で残っており、

おおよそ全形を知ることができた。

脚部の欠損部分は木材で復元されていたが、先にも述べたように、永年木製の復元部と接触

していた埴輪本体には亀裂や破損が生じており、何らかの強化処置が必要であった。また、残

存する左後脚は、胴部との間で破断していたが、接合はされておらず、このままでは輸送等に

よる振動で接点がずれ、破損する恐れがあった。

表面の一部には、赤色の付着物が見られた。

内部の空洞部分には埋蔵されていた当時の土

が相当量残っていた。また、背面には埃や手垢

によると思われる汚れが付着していた。

4.保 存 修 理工 程                第2図 脚部の破損状況

(1)修理前の記録 。調査

修理前に、保存修理方法の検討を行なうための事前調査を行なった。調査は破損状況や表面

の汚れの状態等を観察する目視調査、及び写真撮影、内部の亀裂の状況や補修内容の把握する

目的でX線透過試験を、また、表面に見える赤色の付着物を同定するために、蛍光X線分析を

実施した。

①目視調査結果

木製の復元部と接触し破損していた箇所は粉状に崩れており、破断面にアクリル樹脂 (パラ

ロイドB72/ロ ーム・アンド・ハース社製)を塗布し、強化を図ることとした。また、一部に破損

した破片を接合した箇所があった。しかし、若干ずれが見られたため、再接合することとした。

表面の汚れは、水洗いにより除去することとした。

② X線透過試験結果

X線透過試験の結果から、木製の復元部にはそれぞれ埴輪本体

と接する側にほぞが作られ、これを円筒状の脚部に差し込んで固

定されていることが確認できた。また、胴部の内部に残存する土

はこぶし大の塊状となって多量にあることが判明した。

③蛍光X線分析結果

埴輪の表面に赤色の顔料が付着していたので、蛍光X線分析装

置により成分分析した (第 3図 )。

第 2図 脚部の破損状況

第 3図 蛍光 X線分析風景
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